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巻首図版2

謂査区遠景（南上空から）

中世区画溝出土青磁 ・白磁



序

この報告咎は，佐賀県教育委員会が国土交通省九州地方整備局国営告野ヶ

里歴史公園工事事務所の委託により ，平成9年度に実施しました神埼郡三田

川町所在の杉籠逍跡の発掘調査報告です。

三田川町は我が国を代表する弥生時代の追跡である吉野ヶ里逍跡をはじ

めとして，原始以降の造跡がきわめて多〈分布しています。杉節辿跡は弥生

時代から中世にかけての逍跡であり，今回の調査では中世の屋敷地などが確

認され，中国から輸入された陶磁器などの-n重な辿物が出土しました。

埋蔵文化財は地域の歴史を知るうえで欠かすことのできない文化逍施で

す。本書が文化財に対する県民の方々の御理解のため，また今後の調査・研

究に幾分とも活用されるものになれば幸いに存じます。

最後になりましたが，挫蔵文化財の保鍍に御理解と御協力を賜った国土交

通省九州地方整備局国党吉野ヶ里歴史公園工事事務所をはじめ，調査に御協

カいただいた三田川町教育委員会，発掘調森に従事していただいた作業貝の

皆様や関係各位に対し，心から厚〈お礼申し上げます。

平成13年 3月

佐賀リ，頃教脊委貝会

教t註；松尾正廣



例 言

I. 本書は吉野ヶ里公園行理センクー建設に伴い，平成 9年度に実施した佐賀県神埼郡三In川町大字田手に

所在する杉籠遺跡の発掘謂査報告帯である．

2. 発掘潤査は紐設省九州地方建設局 （現：国土交通省九州地方整偏局）国営吉野ヶ里歴史公園工事事務所

の委託により，三田川町教育委貝会の協力をうけ佐賀県教行委貝会が実施した。

3. 本書の執箪は渋谷格が行った。

4. 潤査記録の作成及び整理の分担は次のとおりである。

遺構実測………•••石松澄子 ・ 黒田裕一 ・ 七田忠昭 ・鷲見品尚・中店茂子 ・ 平野三枝子 ・ （有） 埋蔵文化財サ

ポー トシステム

遺物実測…………行山奈柘・秋吉京子 ・香月輝芙・ 渋谷格 ・野口孝子 ・御厨瑞枝 ・LI.I峰常美

製 図…•……・・御厨瑞枝

遺物復元………•••江口啓子 ・坂ロサチ子 ・佐藤春子 ・山崎ひとえ

遺構写互揖影・・…鷲見8尚

空中写其澱影••…• （有）空中写其企画

遺物写真挽影••…•渋谷格

写真現像焼付•…••奥知恵子 ・ 黒木優子

5. 本苔で報告した遺構及び遺物に関する図面 ・写真などの調査記録並びに出土遺物については，佐賀県教

汀委貝会 （吉野ヶ児遺跡発掘綱査事務所・佐賀県文化財調査研究交料器）が保行している．

6. 本害の編集は山鰐常美の協力を得て渋谷が行った。

7. 発掘調査 ・報告む作成にあたっては多くの方々からご指導 ・ご助言をいただいた． 特に ， 大橋康二 • 徳

氷貞紹 （佐賀県教行委n全文化財謀）両氏には出土遺物についてさまざまなご教示をいただいた。この紙

面を借りて心から感甜申し上げます。



凡例

I. 遺跡台般 （佐賀県教百委貝会作成）に登録した杉罷遺跡の略号はSGRである。

2. 本内で用いる遺構の分類記号は次のとおりとする．

SA: 柵列

SB: 掘立柱建物

so: 溝

SE: 井戸

SK: 土坑

SP: 土坑渫

sx: その他の遺構

p; 小穴 ・柱穴

3. 本也で用いる方位は国土座楼第Il系の座橿北である。

4. 本野で用いる迎構の法最はm単位．遺物の法f,'(はcm単位を原則とする．

5. 図版の遺物番号は挿図内の遺物番号と共通させている＂

6. 本行に掲載した各遺物は．佐賀限教行委貝会作成の遺物登録台帳に登鉗している。遺物一覧表にその登

鉗番勺を付記する．

？．遺物実測図の内．断面塗りつぷしは須恵侶 ・巾世の国産沿器牲面綱伏せは丹液りもしくは黒色土器を

示す。

8. 遺物説明の便宜上．土師器鍋については以下の文献による分類を用いた。また．中国産粁磁・白磁につ

いては補助的に以下の文献による分類を用いた。

土師器鍋：徳永貞紹 「肥前における中世後期の在地土岱」「中近批土おの基礎研究JVI 1990 

中国産行磁 ・白磁：横田賢次郎 ・森田 勉「大さ名府出土の綸入中I~隕磁器について一利式分類と編年を

中心として一」r九州歴史資料館研究論集J4 1978 
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I. 調査に至る経過

第 1章はじめに

I. 調査に至る経過

佐賀県神埼郡神埼町．三Ill川町．東'ff翫村にまたがる吉野ヶ具沿跡の神/'i]こ棠団地造成に伴う発掘潤査に

おいて，弥生時代最大級の閃壕集落．鉗剣 5本やガラス製行玉79閥が出土した:lft丘裕を始めとする沢爪な成

呆が得られ．遺跡が全面的に保存されることになった．吉野ヶ具遺跡は本格的な稲作R屈が始まり． 占代国

家成立の基礎が形成される弥生時代の社会変化を一遺跡でとらえる.:.とができる学術的f面値の極めて?.'tiい沿

跡であることが明らかとなり．このような阻要性から平成2年 5月には史跡に指定され．平成 3年 5月には

特別史跡に昇格した．

このような学術的に窃い評filliから．平成 4年10月に国内 5番目の口号国営公園 （国家的記念事業もし〈は

我が国l和1布の優れた文化的安産の保存と活用を図るためl~I議の決定を経て殷設される公I~) として． また飛

込歴史公園に次いで2番目の国営歴史公園として整偽するという閣講決定がなされた。公閲の規阪はllil符公

l渇5•1 ha, 県営公1禎63haのあわせて117畑と決まり ．平成5年 3月には甚本計画．翌 6年 3月には必本設計が焚

定された。

この•I•で公園のインフォメーションや行理事務所がおかれる人LI施設がJI・画された。その場所は杉龍滋跡

として周知化された埋蔵文化財包蔵地内であり ，三ffllll町教介委J↓会が確認閲査を尖地Lたとこる追構の存

在が明らかとなった． しかし，公園とのアクセスのJUJ/1/Jから入l::J施設の位沼を動かすことは難しく ．本潤査

が必要であるということになり，協蹟の結栄公因区域内の施設ということから佐買県教訂委且会が関究主

体となり，文化財森守野ヶ見遺跡班が姐当することになった。ただし，吉野ヶ旦逍跡班が通甜実施する国庫

補助事業による確認潟査とは性格が異なるため，建設省九州地方建設局 （現：国土交通省九州地方整偏局）

国貨吉野ヶ里歴史公固-i:事平務所と委託契約を締結し，潤査を実施することとなった。

2 . 調査体制

兌掘滋介は，佐沢県教廿委H会が主体となり，地元の三Ill川町教Y1委U会の協力を得て尖施した．発掘駕

究及び整理 ・報告に係る糾織は以下のとおりである。なお，三111)1)町の』岱Hl名は佐賀貼教ff委H会文化財

課との業務委託契約により岡在に従事した．

（発掘閃査〉 平成9年度

事務局 佐奴県教行委H会文化課

諜貶 内田泰智

諜長補佐 横田榮•上

庶 務 企画係妖岩瀬淡生

主査 久保信行

主平 吉村俊也

i訂在道代
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第 1章はじめに

調査担当 佐賀県教育委n会文化財課守野ヶ里遺跡班

課長 （弗坂勝男

課長補佐 深町畠司

大総康二

企画潤整主査 七田忠昭

指渭主事 原肛樹

文化財保護主,,, 吉 本 縫一

三田川町教百委貝会鷲見品尚

（整理 ・報告） 平成12年度

事務局 佐双県教訂委且会文化課

課長 宮 地 洋三

参事 堤博文

副課長 山口康郎

'!i-門貝 （庶務係良） 津野紐夫

紐 相川 ミエ子

主事 毎熊近

籾LIi 優

整遅・輯告担当

課長

参事

副課長

企画綱整主究

文化財保頷主事

佐奴県教育委R会文化財森吉野ヶ出滋跡班

佛坂勝男

大檎朕二

束島桂子

七山忠昭

細川金也

渋谷格

三III/II町教百委貝会卒野誠；；l

なお．発掘作業に従事した発掘作業且は以下のとおりである。

荒木二三．伊束キヨノ．伊束登, fl凍米子．今泉患子大石局．大煕租子．大隈ハルヨ．緒方昭二．柘方良

美．岡本英彦．小川ウタ．小川八煎子．金丸文江．木村字只．古賀スミ工．古奴が1治． 古賀誠，古賀道江，

古賀ミドリ ．生島フミ子．木安五郎末安友治,Mil品シズノ．高尾ミツェ，田中静子．筒井アサノ．筒井シ

，，，ョ.ii(塚''/ユ. ,., 心守．中島ミチ．永田幸治．夏秋政治．納店トミ子，野中整．野中光代．羽田すま子．

八谷登美代，平尾ハルヨ．福岡ユキノ．福島忠義、福島保明．松本孝．松本玉樹．松本7ミ子．宮地邦夫．

宮地久美子．宮地亮子．向井利美、向井貨太．迎昇．迎マスミ．盛ヨシノ．柳JIIスエコ、山ロ一．山崎アサ

子．山崎久枝．山崎三頂子．横尾政一．吉田小夜子．吉田初美．吉mマツェ.i'i原彰義．
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3. 調査の経過と方法

3 • 調査の経過と方法

杉籠遣跡は．昭和61年度に筑後）II下流用水4灼業に伴って佐1'i県教行委H会により綱査が行われているため．

今回の綱脊区をII区とした。遺跡の略サは，そのときに佐質駄教rt委Ji会が作成しているli'l跡台帳に登鉗さ

れたSGRをfl]い/.:,il'l物には 「SGR-IIJという硲サを注記している。なお．昭和61年度の潤介地は今

圃の調在区の北憫に近按する。

発掘潤介は平成9年8/111日からパックホウによる表土除去作業を行い.8月208から本格的に発掘作業

を開始した。遣構の検出 ・掘 ＇）下げと併行して万真船影や災測図作成などを行い．平成10年 1月261:lに現地

調w.を終了した．引き続き調布図面及び出土迫物について整理作芯を進めた．

逍構番号は3桁の一述番サとして100から始め．この番サの頭に遺構の分顛記号を付けて及示した。ただ．

一部番号などの頂複があり．報告苔作成時点で荘干摂埋しており ．遺構一覧表で対照できるようにした。柱

穴 ・小穴は遺物の出土LたもののみPの後に一連番サを付した．

実測作業は．洞在の進行に従って遺構配氾図を縮尺100分の Lの平板図で作成し．さらにff.I土庫椋によるlを

割りにしたがって隣在区全域を縮尺20分の 1で．土肘図や閥別で必要な遺構図は縮尺10分の 1で実測をth

た。また，実測の一部を埋蔵文化財の専l"I裳名に委北した。

写立記位は、 35mmサイズとプローニーサイズのモノクロームネガフィルムとカラーポジフィルムを使mし

た。また，パルーンによる空中写其扱彰を業者に委託して行った．

なお，本受托事業による発掘関査が平成10年度以降も継続したことと他の事業との関係から，平成12年度'

に恨告内作成作業を行った。

〈註）

］． 佐賀県教行委H会 「杉籠遺跡」r筑後Ill下流用水事黎に係る文化財潤査報告杏J2. 佐償県文化財潤在報

告¥'}筍93集 1989
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第2章遺跡の位置と環境

第 2章追跡の位閻と環境

1. 位置と地理的環境

杉踊遺跡は佐i'¥'.県神埼l閲三Ill川町大字：＂＇手字杉龍 ・ニ本松に所在する．北緯33°19'10".東経l30°23'30". ~ 

1:Ni歴では第Ill我椋系X= +35,490-+35,850m, Y = -56.430--56,880rnに位沢している。国土地理脳

兌行の地形図 (I/50.000)では悩幅名 「佐打」に含まれる．

三111111町は（左双県の東部にあり．町域が南北約5.3km.束[Iり約3.85km.面積I0.851mtの南北に細長い町であ

る．｛かt(県内では呼子町に次いで2番目に小さな町となっている。東は上峠lllf,州はおおよそUJr•JII を校と

して神埼町.ifil:!T・代山町と三根町、北はJl(Tf似村と接している。1889(1り］治22)年の町村制施行の際．介

併するl!!Iつの村のうち 「lll'f'J.r-.'illl」.「11.m」の三つのIllと．「箱JII」のIllをとって三田Ill村と命名された．

1961 (昭柑36) 年に大字笛川 'i'fH.'Jl ヶ 箕が三根町に贔人されている• 1965 (昭和40)年に町制が施行され．

.fJ/..(1: に→かっている。

-:111111町は佐行平野釆部に位沼している．佐¥'.'i平野とは．布IVJ海の約奥に臨む九州舷大の沖偵平野．筑紫

·v-,tのうち筑後川以1•り．六角川以束を指す。佐双.,,野の地形IJ<J特徴は．佐双県とt.i岡県の県投となっている

け観Iii地から南へのびる洪積段丘とその間を流れる河川が形成する地形である流振Ill地は様W .os,1.Smの

u恥 Iiをはじめ標窃900-1.000mの,1,々が述なっており ．そのJI;繋は~E1"!公である．ィJ'l駁山地からはi彬の平

9代tiに I•りかってい〈つもの洪積段丘が細艮くのびている。段Jr.!H'fi位，中位．低位の3段に区分される。，:・:;

位段丘は風化した花I蝦t礫府で構成され． その多くははとんど平坦lfiiをと どめずに,♦i北に細艮い Ii:陵状に

なっている。中位段斤．は段応 1i坦roiをもち．その」．．．に砂ぼ肘と阿蘇ー4火砕流堆梢物を救せているがある

いは Ir.陵地の購(hiに日蘇ー 4火砕流堆栢物のみの堆梢段J'i:を形成している船合がある．城Jf,(111以東ではこの

段ftが発達している.(I.I; 位段Jiは．城lf.¥llJ右れから嘉瀬Ill付近までの'"樹に生じており，沖村暉下への埋没

段ti・.へと絞いている．

段l'i:が発述する佐町平野束部では．その段丘の間を流れる寒水）II, 切通JI(,井柳111,mr,111. 城I以Illなど

の河川により扇状地や沖w平野が形成されている。これらの河川はすぺて紅後川に流れ..:みイj19J海に辿じ

ている。.::.ITl"I町域では東に「Ii器r以段丘西に志波屈段l'i:があり ，その1111に1t-柳Ill.UI平JIIの月kk1f1'111で形

成された沖偵平野がある。

杉甑iil跡は Ill 手川左lilの楼硲約 9 mの日然堤~}j状の微i灯地にゞ／．地しているが． 現状では平Ji\な水1111/,i と

なっている。Ill1'川は幾度となく流路を変えているものと思われるが．鎌介時代に描かれにと推定される「東

妙寺）f妙法寺税内絵凶J(頂淡文化財）には現状と同じく丘駿鞍部を流れているように｝吐現されており, q,-111: 

のある段階において杉寵遺跡閲辺ではある程度III手Ill本流の流路が1胡ま っていたものと推測される．

なお．この地域の気餃は近隣の佐双市における平成10年度のデータによると．平均ク;(ill.17.8℃• 1,m気温

35.6℃．最低気溢ー4.2℃，相対湿）文73%.年Ill!降水lttl.721.0mm,平均風辿3.3m/s. 1-1照時111]1.851.2時間．

IIP.(いt\42%である。三111111町1りでは柁tll~i叫iJ.l'< f,Jj登If/.駐屯地での観測デークがあるが．佐n,11と比餃してや

や気溢が硲〈 ．降水i,i/.,多い仰I•りがある．

佐ti・I'野は以上のような気象条件と肥沃な沖m平野が広がっていることから．水稲耕作に適しに：I・. 地柄で

あり，孜介地帝として知られている．
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2. 厖史的環境

2. 歴史的環境

行扱山地の南麗部から佐双平野平坦低地にかけては．沿跡が汲密に分布している。時代も113石器時代から

'" 中・ 近世にわたっている．杉誦遺跡関辺に b神1奇町 ・三lll)IJ町・束布扱村にまたがるr,野ヶ里逍跡をは じめ

として数多くの遺跡が存在する。本米はこれらすべてを詳細に述ぺる必要があるが．すでに吉野ヶ里沼9がの

報告;i~などで詳しく記述されていること bあり，ここでは本内に1紺述が深い奈良 ・平安時代から中Ill:を中心

にして述ぺることにする。

IEI石器時代のぼ跡は111麓部から段丘上にかけて確認されている.1B石岱時代の石おの大部分は採集などに

"' よって発見されている。潤衣例として．神埼町船塚遺跡では国府型ナイフなど瀬戸内技法により製作された

石辟群と）し州系のナイ 7形石硲が共伴して検出されている．神埼町塚原遺跡でt,l]l府刺ナイフが出土してい

" る 。 東~f扱村山古r,遺跡では．旧石器～縄文時代の遺物包含h'Iが確認され，ナイフ形石器などが出土してい

る。このほか，束行振村と上峰町にまたがる二塚Ill遺跡や古野ヶ果逍跡などでナイ 7形石笞，台形石器など

が出土している。

縄文時代の遺跡もIll宛部から段丘上にかけて分布しているが．その数は増加する。早期の遺跡として，押

'" 型文土器や石器が採集されるなど学史的に呪名な束脊販村戟場ヶ谷遺蹟．奴石遺構が検出された神埼町志波

展六本松遺跡などがある。後 ・晩期の遺跡として．竪穴住居が確認された船塚遺跡．志波屋六本松滋跡．束

＂＇ 行飯村タヶ里遺跡などがある。

弥生時代になると，遺跡が熔発的に増加する．若名なものだけでも、吉野ヶ黒追跡を箪頭にして， 二塚Iii

"'""  "" '"'""  遺跡、上約町切通遺跡．束介禄村松原遺跨（横Ill遺跡｝，三津永fH遺跡.l>l•J奇町川寄Wlfi.遺跡など枚2似のいと
＂ふ9

まがない。舷近で(,,東行扱村石動四本松遺跡力•I,~#:-' 千代Ill町店志神社辺跡から細形銅剣がい

ずれも哀棺箔から/Iii:している。このうち．杉籠遺跡の四II月丘陸上に位沿する吉野ヶ里遺跡は触れざるを得

ない。台野ヶ里選餘では前期からm壕梨蕗が営まれ．この地域の中心的な集落として発展する基礎が築かれ

る．中期になると，志波h穫りの坪地区の2列埋非必地を代表例として丘陵各i祈に堤柁繕地が営まれ，その中

心的な存在として1Jl丘繕が構築される。れ丘墓には14碁の甕棺袋が確認され，そのうち 8-~~ に鉗剣やガラス

製行王の副葬がみられた・後期になると面積40ha以上の大規1及m壕集落が成立し，後期後牛～終末にかけて

はいわゆる 「弥生邪市」的性格をもつようになる．杉籠遺跡も大さくみれば，この吉野ヶ星遺跡の一部を構

成するものと芍えられる．
"●9 

古1/11芍代では ， 1r,1方後方1Jlや方形屈溝:f,~など古式の古)Jlが古野ヶm遺跡，束什恨村西一本杉遺跡などで築

造されるが，鞘続して古1Jtが営まれるわけではない．その後.1•r長れとしては． 三 Ill川町と lこ純町にまたが

る目逹原段丘上に中期から後期にかけて瓢fil.塚 J:のびゅう塚， [I達原大塚などの前方後円1Jlを中心とする

"" "" "" [l達原古1Jt群が形成され， 6世紀代になると，束介振村下三津西古If¥,神埼町伊勢塚古れが山塊部に近い上

"''"" 波桟段丘上に築造される．また，Ill麗部では神埼町猿様古れ群，天神足古JJ't群など 5世紀後半～末に群染11¥

が形成され始め，6世紀後半-7世紀にかけて数多くの;_t;IJl群が形成される。集泊．としては．東介振村瀬ノ

'"' ,,., 
尾遺跡．タヶ嬰遺跡．市野ヶ里遺跡．神埼町切畑遺跡，志波凩六本松遺跡などがある．

律令期になると， t道や,;;而的な建物群．寺院など律令体制に密接に関わる追跡が数多く確認されている．

肥前国における古代官道については．空中写以により辺路鋲跡を認めてゆく脱史地理学的）i法により大和町

"'' から中原町に至る直線約17畑が木下良氏によ って復元されていた。発批関査においては．吉野ヶ里遣跨で.Ir.
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第2軍 遺跡の位置と環境

"'' 陵の切り通しとなった部分から西側の低地にかけて県内で初めて道路跡が確認された。三田川町Bの隈遺跡

でも切り通しとなっている部分で道路跡が調査されている。この他に．神埼町中園遺跡．紐lll/UI遺跡．鵡籠

遺跡.fば1遺跡 迎Ill遺跡で泣路跡やその痕跡が確認されている。まに発撼調査では明確な道路状痕跡な,,., 
どは認められなかったが．祇園原 ・盾香原遺跡には切り通しがあり，官道の扱跡と考えられている。このよ

うに脱史地理学的方法によ って復元された直線道路が奈良時代の官道であることが発掘潤査によって確認さ

れている。この官道の閲辺には官街的な建物群が多数検11:1されている。吉野ヶ里遺跡では．掘立柱建物200基

以上、井戸50基以上などが確認され．「日下部島tt」「□五月十日稲」「X□大嶋一斗二升」などと判読できる

木簡9.点や円而硯疇墨>;If土器，ヘラ書き土器などが出土している。 中園遺跡をはじめとする馬郡 ・竹原遺跡

"'' 群では，掘立柱建物，柵列，井戸溝などが多数検出され．帯金具（餃具）や「神人」と記された坐苔土器．

"" r厨鉢」「神埼厨」と書かれたヘラ書き土器などが出土している．また上社町坊所一本谷遺跡でも．官術的

"' '" "  な娃物群が確認されており、注目される。寺院跡としては，束芥板村辛上廃寺上峠町塔の塚廃寺がある。

辛上廃寺からは鴻瓜館系の瓦が出土し、本格的な塔心礎も付近に存在している．淵墾により削平さ れたと考

'"' えられていたが．殻近の確認潤査で揺立柱建物などが確認されており ，今後の調査が期待される。塔の塚廃

寺は南北36尺．東西36尺のおおよそ方形の土壇が残り，礎石も原位滋を保っていたらしいが．飛行場建設の

ために消滅した。百済系Jl1弁軒九瓦が採集されている。囚辺の状況から 1堂塔のみの寺院の可能性が想定さ

れている．

三田川町とその周辺は肥前国神埼郡の範囲に含まれる．「肥前風土記」神埼郡条には 「潟玖所，里廿六，＂

滋所． 蜂笠所． 寺•荘所．僧寺」 とある。このうち 「蜂」 は Uの隈也 「寺」 は辛上廃寺に推定されている。こ

れまでの調査の状況から神埼郡街については．馬郡・竹原迅跡群が有力であり，七田忠昭氏は推定竹原里14・

"" 15・22・23坪をその候補地として具体的にあげている。また，吉野ヶ里遺跡で確認された建物群の一部は駅

家に関係する可能性がある。以上のように．杉籠遺跡及び吉野ヶ巣遺跡周辺は奈良時代において神埼郡の中

心的な地域であったことが明らかにされつつある．

平安時代になると，吉野ヶ里遺跡などの詞企結朱から直線道路は少なくとも「盲逍」としての役割は終わっ

ており．主製な交通路は奈良時代の官道から 2里南に路線を秤えているようである。この交通路に隣接して

'"' 三田川町下中杖遺跡がある。下中杖遺跡は平安時代前期を中心と して中世に至る掘立柱建物，井戸が多数確

認されている。平安時代の主要な出土遺物としては．越州窯系汗磁や刑窯系白磁木製馬鞍．新羅製脊鉗製

'"' 究などがある。神埼町荒緊目遺跡では溝．欄列などが確認され．溝から木簡が出士している。この他に主に

'"' , .. ,'"' 
掘立柱建物から構成される巣沼と して．神埼町熊谷遺跡．塚原遺跡．小林遺跡．尾崎土生遺跡などがあり．

"'' 杉籠遺跡の北側に隣接して所在するIll手二本杉遺跡でも清などが確認されている。これらの遺跡からはやは

り越州窯系抒磁．長沙窯系水注（小林遺跡）などが出土している。また．坊所一本谷辺粉では竪穴住居を中

心とする平安時代前期の集沼が確認されている．

r~~ 国史」によれば．承和3(836)年に神埼郡の空閑地690町が勅け田となり．「御堂1関白記」には「祠

埼御庄」の名称が初めてみられ.11世紀初頭には!:!15'!領荘園と して成立していたことが知られる．「御炊関白

記jには中同宋との対外交渉をうかがわせる記述があり．このような文献記錢と多くの遺跡から翰入淘磁笞

が出土することとは無関係ではないであろう 。

"'' 平安時代後期から鎌介時代．中世前期の遺跡としては．下中杖遺跡．荒堅目遺跡．尾崎土生遺跡，神埼町

, .. , '"'·~· 
本堀朝日遺跡，尾崎利田滋跡．佐賀市本村遺跡などがある。このうち本村遺跡では溝で区画された集落が確

認されており-~敷地と巧えられる。荒堅目遺跡では井戸から銅製帯金具が出土している．これらの遺跡か
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2. 歴史的環境

1. 杉籠遺跡

2. 吉野ヶ里遺蒻

3. 目遺原古：員"

.. 鳥の隈遺葛

5. ,, 中杖遺躊

6. 田手二本杉ii蒻
7. 妙法守誌

s. 船煤遺鯰

9. 志波農六本松遺諄

10. lJI贄凜古墳

11. 切畑遺跡

12. 勢濯守誡躇

13. 減原二本松西遺踪

1•. 城三本松北遺訪

15. 緯Ill古噴訂

16. 天神尾古墳訂

17. 松崎域踪

18. 横大符減疏

19. 志波鷹六本松乙地区

20. 鳥％ ・竹原遺鰭騎

21. 中園遺疏

22. 鵡蔚田遺証

ぉ．鵡籟遺鵡
24. 鰈谷遺鱈

25. JII寄吉原遺紐

26. ff畠遺往

27. 臼這鉢

28. 恨Ill原・罐奮醗遺鯰

ぉ．ヽ l匹 扉
JO. 迎1B遺鵡

46. 山古賀遺訪

47. タヶ塁遺訪

8ヽ.II.I場ヶ谷遁諄

49. 三津永田遺9鼻
50. 下三津illi古頃

51. ニ輝山遺蒻

52. ;/;S!Ail! 訪
53. 松帳遺g(横Ill遺紐）

出．漏ノ尾遺蹟

55. 辛上原,,

56. 切通遺鵡

57. 坊所一本谷遺跡

58. 坊析域鵡

59. 堪の塚廣寺
60. 裏志神社遺瓢

31. 尾崎＋中iRlf
況．足崎llJ田遺鯰

33. 本村遺鵡

3". 本雲朝日遺鱈

35. 荒竪8遺蒻

36. 讚武械躊

37. 本告械鵡

速 下 六T遺鯰

39. 償霞四本畢木遺紐

40. 膚綱域蒻

41. 妃JI!誡鵡

42. 莞牟日遺訪

43. 野田減縞

44. 石動四本松遺鯰

45. 召一本杉遺蒻

Fig. I 1/J辺ii'l跡分布図 (I/50.000) 
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らは翰人隕磁沿が数多く II¥土しており．対外交渉が盛んであったこ とがうかがえる。「艮秋.Ii!」には平忍盛が

神埼荘での対宋買易を独占しよ うとしたことが記述されており ，興味深い．神埼郡城はこの的期し引き紐さ

.1；憫領，院の~rnlであり ． 鎌介・ii/.府成立後も地頭がおかれず． 院が一Pl支配していら しかし承久の変(1221

年）後そ浦谷村が地頭に任じられ. ~ 踵府の支配力が及ぶようになる。宝治介1戦 (1249年）で三浦泰村が汰ぷ

と以後地頭はおかれていないものの．秘府の影特力は残されていたようである．

元寇 （文水の役： 1274年 ・弘安の役： 1281年）は神埼荘にしさまざまな変化をもたらすことになった。恩

rt地とし て弘安8 ( 1285) 年河野通布に小崎郎 （神埼町比崎） が与えられたのを契機に．肥前の御家人をヽI•

心と した400人あまりに神埼北内の地頭駿が配分されている （「惰[IJ神社文11W。これらの律家人は分配され

た土地が小規校のため代n・などを通じてその支印籍を行使した．

また，YH!<I降伏祈顛のため弘安年1111(1278-1287年）に西大寺の＊寺である束妙寺が建立され．それ以前

（娃艮年間か？ ） に紐立されたと伝えられる妙法寺が£JH•JI I を挟んで匹問にあった。 この二つの寺社には｀

神埼荘が小規校に思,n地と して杞分されたこと!.,あって，多くの土地が寄進．光却されている。「東妙寺文¥',J

などによれば．その勢力が盛んであったことが知られる．なお．吉野ヶ!ll.遺跡での平成7年度の閃'ff:(IJl'f--
9● " 

-;t,::.,.¥水地区： 220渇企区）で妙法寺の寺城を区画すると推定される溝が検出されている。他にやはり勅駁祈

臼寺として建立されたとされるみ1塔院が求妙寺，妙法寺の北間に所在し. (,lij寺との関連が深い.5'内にはJi.

輪硲や板碑などが残されている。

中Ill:後期の迅跡と しては，Lll麗部に神埼町努福寺城跡をはじめとして松崎城跡．横大辟城跡などの111城が
UO IQ 

所(J' している． 勢伽寺城跡の麓部では城原三本谷北遺跡，城11i二本松西遠跡で溝によ って区1~ijされた町割り
蜂}

のh在が確品され．総構えの城下町の状況が明らかにされつつある．洪積段丘上では東行扱村大1lbA迅跡に

おいて清で区11hjされた集落が確認され、駐敷地と耕地との1関係を知ることができるものと推測される。また．
•m'、8

,＇淳 その他」：峰町坊所城跡

などが潟介されている．沖禎平野部においては，佐双平野東部で特徴的にみられるクリークにより囲まれた

'"',,.,'" r1;; 泣集活」の構造をもつ城館跡がみられる。神埼町姉/II城跡．横武城跡，本告城跡．野Ill城跡．栄牟Ill遺

9心'u., "" 
跡．下六T滋除．横武四;;j,:/,¥1木遺跡．靡繹城粉などで潤在が行われており、その内容が徐々に明らかになっ

てさ ている．

神埼郡域はili~Ull期になると ． 南悧側の偽池氏九州探悶. I財IJ直冬の三つ巴の勢力争いの楊になるなど

戦乱が絞さ紅Ul統一以後も <l•I司の大内氏の支援を受ける）し州探題渋川氏と肥削国人射に姐がれる少弐氏

の'(>いにより混乱している。勢面寺城は少弐氏の根拠地の一つとしてしばしば文献にも登場する．このよう

な状況の中で束妙寺や妙法寺などの寺社勢力は後迅してい（ ．それに杵わり，国人州が台P{iしてくるが．杉

訛辺跡．吉野ヶ黒滋跡1/J辺の打）］国人として江上氏があげられる。元ro.,c(1510)年には、江上武種が大友

；祖日から神埼郡i1i800町余の所領と神埼郡の郡職を与えられている （「武雄鍋島家文;rw.その後．江l:Ltlよ

ffll造寺氏との争いに敗几龍造寺粋f,Jの次!IJ家種が武種の!R-f-に入り， 1lll造寺氏の家1.a となる． その龍沿~J'

氏b和 1'18(1584)年に隆信が敗死すると．次第に鍋Iふ訳I炎が勢力を伸ばし．鍋島氏の佐m藩が成立する．

その中で神埼郡域は匁1行地が細分化され．藩直轄地が約 I/4. 家臣の知行地が3/11を占めることになる．
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1. II区の概要

第 3章 調査の内容

1 • rr区の概要

杉龍滋跡は01手）IJ左岸に位辺している．本釆は自然堤J}j上に立地していたものと思われるが．第2f.<で述

ぺたように中世の段階でrn手Ill本流がほぼ現在の位広となった時点からは．堤防の東に広がる平坦地となっ

た可能性が狂い。 田手川を挟んで西1111には吉野ヶ里遣跡．北憫にはIEI手二本杉遺跡，宙側にはEEi手遺跡が隣

接している。調査前は水mとなっており ．その標高は9-JOmである．

検出された遺構は掘立柱建物．柵列．溝土坑などがある．遺構は関査区中央部から西側にかけて分布 し

ている。束憫は削平を受けたのか．小さな谷状となり．遺構が検出できなかった。まな囮査区i!!i端でIII手

川の氾濫によって没紅された部分が確認された。遣構検出面の楳窃はおおよそ9.2-9.4mで．西憫が若干高

くなる傾向がある。中世の遺構残存状況からすると，中世の段陪からは全体的に箔干の削平を受けているよ

うである。後述するように古代の遺構は土坑のみであり．竪火住居や掘立柱建物は確認されていない．本米

存在しなかったのかどうかは不明であるが．土坑の残存状況や遺跡の立地状況などから推測すると古代の掘

立柱建物はなかった可能性が狂いと判断している。それ以前の状況については．手がかりに乏し〈不明とい

わざるをえない。検出面は褐色系統のやや砂質の土層で．その下府にはw灰色のシルト牧粘土府が広がって

いるようであり．深〈掘り下げている遺構はこの粘土層まで達している．いずれも田手川の堆積作用に起因

するものと推測される。以下．時代順に慨要を述ぺてゆく 。

縄文時代以前の遺構遺物は確認されていない。弥生時代の明確な遺構としては小土坑 ・小穴があるだけ

である。しかし．遺物の出土泣はかなり多い。出土土器のうち．最も多い時期は後期前半代で， lliJ期のもの

はご〈少iilである。土器の中には簾状文が施された壺や凹線文がある器台などの外米系土沿がある。はかに

石包T.土玉などが出土している。古項時代の遺構としては土坑 1基をあげているが確央ではない。製森

区全体の遺物の出土砒も多くはない。

古代の遺構としては．土坑15基などがある。調究区中央部から北半部にかけて確認されている。その多〈

は廃棄土坑と考えられ.SKII0・112土坑に代表されるように埋上から土師器．須恵器が多抗に出土する。

これらの廃棄土坑は 8世紀中項のものを主体とする.9世紀初頭-11,J半の遺構もみられるが．遺物祉は少な

くなる。特徴的なものとして，遣構は須忠器大甕を据えたSK127土坑．遺物はSK125土坑から出土した越

州烈系w磁を挙げることがでさる。また．図示できないはどの小破）ヤであるが，胎土が土師質の緑釉陶岱が

小世のSKl51土坑から出土している。他に関査区術東部に数条検出されている溝からは．奈良時代の迅物を

出土したものがあり．この時期の可能性があるが．性格などについては不明と いわざるをえない．また. j: 

師器杯や安．甑が光形に近い状態で調査区北束部の検出面からまとまって出土しており．翌穴住居などが削

平されている可能性がある。 8世紀以前や9世紀後半以降の遺物ははとんどみられないが.11世紀後半-12

世紀初めの土坑¥1甚が確認されている．

中世の遺構としては．区画清．掘立柱建物II棟．柵列12基．土坑26基以上．井戸畑状遺構などがある．

岡査区はぼ全域で確認されている。区画溝は3時期以上に分けることができ．全容は不明であるが．区画内

をさらに区画する溝がある。これらは屋敷地を区圃する bのと推定され｀出土遺物から15世紀を中心とした

時期が巧えられる。掘立柱建物は区画内の小区画溝のS0152溝と S0153溝の間に集中して確認され噌この

11 



第3章謂査の内容
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I. IJ区の概要

区域が主な居住空間と推測される．橿列は区画溝や掘立柱建物と平行するものがほとんどで，相互に関連が

深いものと巧えられる。掘立柱建物 ・柵列の時期は11とんどのものが主紬方向や位沼的な関係から区画溝と

同時期であると力えられるが主軸が異なる S8225掘立柱建物.S A227-230柵列は時期が異なる可能性が

高い．土坑はSD102溝と S0152溝の間に多く検出されている．時期は13世紀削半ー中頃のSKl42土坑から

区画溝と同時期のSK100・!01土坑まで確認されふ畑状濱構は区画溝の段階のものであると芍えられるが，

区画のどの段陪のものかは不明である．出土遺物には，土師船小皿 ・坪 ・鍋，瓦器椀 ・茶釜 ・羽釜 ・ぱ鉢 ．

火鉢愉入紺磁器 （自磁 ，冑磁）椀 ・皿l・杯 ，盤.IN産9釦器（偏lliJ焼）ぱ鉢などがIll土 しており ，14世紀後

半-15•世紀代のものが主体を占める。特徴としては.i'f磁盤や火鉢類が比較的多いことがあげられる。また．

宋銭8枚が出土 しているが， うち4枚は柱穴下肘からの出土であり．儀礼的なものと考えられる。

なお，因辺には中世の遺跡が多く ，杉籠遺跡西側の吉野ヶ里遺跡においても相当数の逍構．遣物が確認さ

れている．また，詞在区の南1111約300mには束妙寺，北西憫約250mには石塔院，南西側約400mには妙法寺跡

が所在している。

Tab. I 遺構一覧表

遣構番号 遺構村別 町代 偏 ;'} ページ

S KIOO 土坑 中世 67 

S KIO! 土坑 .,, 世 67 

S D102 区圃濤 中世 46 

S D103 区画清 中世 SDI04と頂複し. S D!04より古い．

S 0104 区両溝 中世 41 

SDIOS 区唾ii青
,,, 世 43 

SXI06 土坑？ •l•iせ
S D107 区桓i溝？ 中世 遺物はS0103として取り上げか？ 45 

S K108 土坑 古代 S Kll7と同一遺構． 21 

S KI09 ;l: 坑 中世 S Kl29と同一遺構． 70 

SKIIO 土坑 古代 21 

SKIii 土坑 古代 26 

S Kll2 :I: 坑 古代 26 

S Kll3 :I: 坑 中世？ SK198とMー遣揖尋

S K114 :I: 坑？ 不11/J SKJSIと同一遺構か。遺物は古代まで

S KIIS 土坑 中世

S Kll6 土坑 古代？ 遺物少駄．

S Kll7 :l:l'ii. 古代 S KJOSと同一遺構, S KJOSとして報告．

S Kll8 土l,C 古代 P眈8と同一遺構。

S Kll9 土坑 中世 遺物少鼠．

S KJ20 j; 坑 不明 遺物ごく少此

S Kl21 ~:J冗 古代？ 遺物少依．

S K122 土坑？ 不,,1 未掘？

S Kl23 士:/凡 古代？ 遺物少位．

S Kl24 土．坑？ 古代？ 未掘.S Kl27の遺物も SKl24で取り上げ．

SK125 土坑 古代 P824と団ー遺Ill.S Kl38としても遺物取り上げか． 32 

S K126 土坑 古代？ 未掘．

SK127 土坑 古代 S K124で取り上げ． 32 

S K128 土坑 不明 遺物少綾．

S K129 :1:1元 •I• 世 S Kl09と同一土坑.SK 109で報佐．

S D130 位置不,,,.

S Kl31 土坑 中世 70 

S K132 土坑 古代 32 

S 0133 区雨清？ 中世

S KI34 土坑 中世 70 
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第3章綱査の内容

li'I構番り 遺構種別 鼠9 代 偏 弓、 ページ

SKIぷ :l:ljj, 中世 71 
S Kl36 土坑？ 中世

SKJ:17 -1: 坑 中世 71 

SKl祁 」；坑？ 巾lit? 一つの•Ui(に同一番サ．一方は SK125と重複か？

S K139 :I: 坑 中jll; 71 

SKl40 位霞小明．

SKl4I 位芯不明．

SK142 I: 坑 中世 i3 

SKl43 :l・.l,i. 中世 74 
S K144 土坑 不明 潰物少lil:.
SK 145 土 中世

S K146 :I: 坑 中11t? 逍物少級。

S Kl47 :J:tii 不明 遺物ごく少址．

S Kl48 位四不明．

S Kl49 I: 坑 中世？ 遣物少汰．

S Kl50 i: 坑 中11t 遺物少泣．

S Kl51 :I・. 坑 中世 S Kll4と問ー遺構カ・'/ 74 

S D152 区画活 中世 is 
S [)153 区OOii情 中世 4$ 

S Kl54 :l:t,i: 中jlt

S DISS J,(1~i溝 中世 48 

S Kl56 土坑 古代 34 
S K157 I: 坑 古代

S K158 i: 坑 古代 笛サが直複する中世の：t坑あり． 35 

S K159 土坑 中世

S Kl60 土坑 不明 遺物少Jil.
S 1<161 t坑 巾世

S Kl62 土坑 古代 38 

S Kl63 i: 坑 古代 39 

S K16•1 i:1,t 古代 39 

S K165 土坑 中世 75 

S D166 区袖i溝 中世 51 

S X 167 t:ri,? 中世

SI< 168 位滋不明．

S K169 位辺不明．

S Xl70 ~'ff. 区東側中央倒*l'dill出土逍物．

SJ¥171 隕列 中11, 55 

S 8172 掘立柱紐物 中世~ 59 
S B173 掘"SI.It述物 中世 59 
S 8174 掘立往娃物 中世 64 

S B175 掘立柱娃物 中jtt 63 

S B176 掘;ii.柱紐物 中世 63 

S B177 掘立住建物 <!<-lit 65 
S Kl78 土坑 •t• III. 76 

S 0179 区I創溝？ 中世 53 
S K180 土坑 中111:

S Kl81 未掘？

S D182 区1創i溝？ 中世 ぷ3
S X183 畑状遺構 中世 78 

S X184 畑状逍構 •~·lit 78 

S X185 畑状遺構 中世 78 
S X186 畑状遺構 中世 78 

S X187 畑状逍構 中Ill: 78 

S X188 畑状遺構 中世 78 

S X189 畑状遺構 中世 78 
S 1)190 畑4~il'l構 中世 78 
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1. u区の概要

遺構番号 遺撮種別 時代 債 芍 ページ

SX191 畑状遺構 中世 78 

SX192 畑状遺構 中世 78 

SX193 畑状遺構 中世 78 

S0194 区画溝 中世 54 

S 0195 溝 中世

S D196 溝 中世

S Kl97 土坑 一つの土坑に同一番サ．

S Kl98 土坑 中世？ S Kll3と同一遺構。

SKl吟 土坑 古代 40 

S K200 土坑 中世？ 遺物少frt.
S E201 井戸？ 中世 78 

S 0202 区面溝 中世

S D203 溝 不明 遺物こく少量．

S D204 溝 古代？

S D205 溝 不明 遺物ごく少量。

S D206 溝 不明 ・ 遺物こく少量．ガラス製丸玉出土．

S K207 土坑 中世

S D208 溝 中世

SK209 土坑 中世

SK210 位置不明．

S 0211 区画溝？ 中世 54 

212 （トレ ンチ）

SK213 土坑 中世 76 

SD214 溝 中世

215 Crレンチ）

SD216 区画溝？ 中世

S0217 溝 不明 遺物少量．

S K218 土坑 古項 18 

S0219 清 不明 遺物少量．

S 0220 区画溝？ 中世

S D221 区面溝？ 中世？

S D222 区画清？ 中世 54 

S K223 土坑 中世

S A224 柵列 中世 55 

S B225 掘立柱廷物 中世 55 

SA226 柵列 中世 55 

SA227 柵列 中世 56 

S 8228 掘立柱廷物 中世 56 

SA229 柵列 中世 56 

SA230 柵列 中世 胡

SA231 柵列 中世 59 

SA232 層列 中世 59 

SA233 漕列 中世 59 

SAね4 柵列 中世 59 

SA235 II列 中世 邸

S B236 掘立柱述物 中世 66 

S B237 掘立柱述物 中世 66 

S B238 掘立柱廷物 中世 65 
S A239 柵列 中世 邸

SA2•0 櫂列 中世 67 

S P241 土坑基 古代 78 

S0242 溝 中世

S K459 土坑 中世

SD464 区函溝？ 中世

S0465 区画溝？ 中世

17 



第3章 鵡査の内容

2 • 弥生・古墳時代の遺構と遺物

(1)土坑

S K218土坑 (Fig.4)

潤冷区ほぽ中央に位磁する。

逍物はごく少址であるが．奈良

時代以降の遺物がみられないこ

とから古れ時代のものと判断し

た。細仕い不整形な平面形で．

長軸3.3m、俎軸0.85m,深さ0.3

mである。底而はほぼ平坦であ

る．辺物は図示したもののほか

に，須恵器溢杯が出土している．

1は土師器牙、で復元口径

9.40m 

皇
-—• 

阜

戸 。
゜

lm 

10cm 

Fig. 4 S K218土坑 (1/40). Ill土逍物 (1/3)

13.9叩．俗窃4.9匹である。内外面ともヘラミガキで． 外面には用強りの痕跡があり．内面も/.l¥途＇）の可能性

がある。

(2)その他の追物 (Fig.5・6) 

弥生 ・古1J'l時代の遺物のうち．小土坑，小穴，検出面からIII土したものを取り 上げる．

2-18は弥生時代の逍物である。2・3はP597.4はP598から111土した。潤査区南隕はIJ:中央に位訊す

る。二つの小土坑は近接しており (PL3),弥生土~~が集中して出土している。あるいは一つの土坑になるか

もしれない。2は複合LI緑壺で．底部は乎底である．復元□径23.0cm.底径6.8cm,器高37.9cmである．頸部

外面はハケメ後ナデである。 3は口は部が 「く」字形に1祖折する疫で．復元口径22.6cmである。4は棋合に1

絃壺で，底部は平底である。胴部外面上半はハケパ麦ナデである。0径23.San.底径7.6an. ?~ 窃36.4cmであ

る。 5-7は小土坑 (P661)から出土した. 5は複合口緑滋で．復元口径21.6cmである。口絃屈LIB部下に指

押さえの叙跡が残る。6・7は口緑部が 「<J字形に屈折する甕である。 6・は復元口径23.6an, 7は復元口

径24.6cmである．

13は土王で．小穴 (P839)から出土した。他にこの小穴からは弥生土器片のみIII土している。全体に押さ

えた平坦面が多く．いびつな形態である。径1.65~I. 75cm. 孔径0.1cm,窃さ1.2cmである。14・15は小六

( P 470) から出」；した。 14は直□壺で． 復元n径8.0叩である• 15は口縁部が 「く」'-i'形に屈折する甕で．

復元口径29.0cmである。16は小穴 (P547)からIll土した。小六自体は中iU;のものである。裾部端部にl"l線文

が施された器台で．復元裾部径19.4cmである。 1カ所に穿孔が確認される.17・18は小穴 (P467)から出土

した。としにii(口緑の鉢で.17は口径13.1km,沿高5.3cmで，底部は凸レンズ状に近い。18は復元口径14.4cm 

である。

a -13は検出面から出土した。8はn部に簾状文が施された壺である。9は無類壺で．虹部は平妊である。

復元l::J径ll.4an. 器麻12.1cmである。外而と口絃部内面に丹控I)が施される。10はいわゆる立岩産の石包丁

で．残存長9.0cm.輻3.3cm.厚さ0.6cmである。11はガラス小王で．径0.26-0.28cm,孔径0.1cm,'fl.さ0.2cm

18 



2. 弥生 ・古墳時代の遺囀と遺携

である。色詞はライトプルーである.12は見なれない器形であるが，底部が平底に近い形態と巧えられる点

などから弥生土器の鉢と判断した。口絃部下の沈線より下位には細かい編み籠によるものと思われる圧射が

全面にみられる．

19·20は古れ時代の遺物である• 19は小穴 (P215).20は検出面から出土した．ともに甕で.19は復元n

径 6.2cm,20は復元口径15.8叩である。

， ヽ 3
 

2
 P597 

｀ 
;ifニ6

、ヽ
P661 

,、 7

4
 。

20cm 

P598 

fig.5 小穴出土弥生時代遺物 (1/4) 
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第3章調査の内容

0
1

0
 

0 San 

-

13 

◎
鴫

P839 

検出面

＇ 
i
)
 

，
 

16 

P470 ゜
』I會9 15 

P467 、

20cm 

,' 

P215 19 

゜
10cm 

検出面 ヽ
ヽ

Fig. 6 小穴・検出面出土弥生 ・古項時代遺物 (8-11・13 : 1 / 2, 15 : 1 / 4, 他： 1/3) 
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3. 古代の遺構と遺物

3. 古代の遺構と遺物

(l)土坑

S K108土坑 (Fig.7・8) 

潤査区北東部に位磁する．乎面形は正三角

影に近い不整形で．長紬3.04m,短軸2.56m

である。底面ははぽ平坦である。検出面に近 ‘
 

い？ぶさで焼土が確認されている。

21-27は須恵器である。21-22は送である。

21は復元口径15.6cmで．天井部に回転ヘラヶ

ズリが施される。 22は壺西と考えられ．届平

なつまみがつく。口径13.7an,器高3.6cmで．

天井部に回転ヘラケズリが施される。 23・24

は坪で.23は復元口径13.3cmである。 24はロ

径[3.7CII,器i¥'li3.8cmで、底部外面は因緑部に

は回転ヘラケズリが施されるが．中心部はヘ

ラ切り後未調整である。 25は窃台付坪で．復

元口径14.6an,器窃4.3cmである。底部外面は

ヘラ切り後ナデである。 26は皿で，口径18.9

an. 沿窃2.3cmである。妊部外面はヘラ切り後

ナデである。21は邸年の脚部である。

28-34は土師器である• 28・29は杯で，28は混入と考えられ．復元□径11.Scm,器高2.6cmである。29は復

_j  

9.20m 

~ ロニ至言

゜
Im 

Fig. 7 S Kl08土坑 (1/40)

元口径14.6cm,器窃3.4cmである。底部外面は回転ヘラケズリで．体部外面は回転ヘラミガキ と推定される。

30-32は小型の甕で,30は復元口径19.3cm,31は復元口径18.5cm, 32は復元口径20.3cmである。33・34は甕

で,33は復元口径30.0cm,34は復元口径28.2cmである．

SK 110土坑 (Fig.9・10) 

関査区中央部束側に位滋する。洒側は小穴との切合と巧えられるので．平面形はやや不整形な方形になる

ものと推定される．一辺2.55m,深さ0.68mで．底面ははば平坦である。

35-47は須恵器である。35-38は溢である。35は屈平なつまみがつき．復元口径15.6cm.器窃l.2anである。

天井部に1ii1転ヘラケズリが施される. 36は復元口径16.0cmで， 天井部に回転ヘラケズリが施される• 31は復

元n径15.3cmで．天井部はヘラ切り後未調整である。 38は猛平なつまみがつき．復元口径16.4血．器高1.5cm

である。天井部周縁部は@転ヘラケズリが施されるが．中央部はヘラ切り後ナデである,39は短頸壺で．復

元口径10.0cm,牲高7.4Clllである。40は高台付杯で、復元口径13.7cm, 器高4.1cmである。底部外而はナデで

ある。41-43は杯である。いは復元口径13.0cm.42は復元口径lo.Oa,,器応4.0anで．底部外面はヘラ切り後

未霜整である。 43は口径15.3cm,怪麻3.7cmで．底部外面は回転ヘラ ケズリか.44は皿で．復元n径19.0oo.

器麻2.3Clllである．底部外面はヘラ切り後ナデである。 5ヽ-47は窃坪杯部である。 45は復元口径20.4cm,46は

21 



第3章謂査の内容
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3. 古代の遺構と遺物
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Fig. 9 S KII0..1: 坑 (1/40).出土迫物① (1/3) 

2.・; 



第3章鱈査の内容
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3. 古代の遺構と遺物

復元口径23.6cm,47は復元n径24.伽mである。 48・47は外面に回転ヘラケズ＇）が施される ．

48-59は土師硲である。 48は近で．口径17.4cmである。つまみの板跡がみられる。天井部は1ill転ヘラケズ

I)で．内外面とも同転ヘラミガキが施される0 49は店台付打、で．口径15.8cm,器窃3.2cmである。摩耗が行し

いが．体部には皿転ヘラミガキが施されていると推測される．硲台内部は屈転ヘラケズ＇）で ．ヘラ記号があ

る,50は高杯杯部で．復元口径22.3cmである。内面は摩耗が宅しいが． ミガキと思われる．外而は囮転ヘラ

ケズリである。 51は小型の浅で．復元口径16.2cmである。 52-55は甕で,52は復元口径22.8cm. 53は復元U

径21.8cm, 54は復元口径25.8cm,55は復元口径29.8cmである。56は甑の把手である。 57-59は杯である。57

は口径12.9cm,・2印高3.1cm,58は復元口径15.0cm.59はti径15.3cm,器硲4.8cmである。いずれb底部外iliiは

手持ちヘラケズ＇）である。 60は須忠器益J:(.,: 混入品である．口径10.4cmで．底部外而にヘラ記サがある．

L 

/~~~ 63 
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Fig.11 S K111土坑 (J/40).出土遺物 (1/3)
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第3輩鱈査の内容

SK111土坑 (Fig.II) 

潤在区中央邪東側に位設する。平面ははぱ円形で．径I.Im. 深さ0.2mである．底面はほぽ平坦である。

規設の割に逍物の出土Mが多い（コンテナ 1箱分）ことはやや疑問であるが，掲載した．

61-68は須恵器である。61・62は％で， 61は復元口径14.0cm, 器il':i3.4cmである。底部はヘラ切り後ナデで

ある.62は復元口径15.&:in,器高3.3anである。 63は蓋で．復元口径20.Sanである．天井部固緑部にtJlい回転

ヘラケズリが施される.64-66は窃台付杯である。 64は復元に1径13.3<,,n.器麻3.9cm.65は口径14.4cm.器邸

4.2anで，ともに底部外面はヘラ切り後未潤整である,66は復元口径18.2cm.器高5.7anで．底部外i!ii周は部

は回転ヘラケズリであるが，中央部にはヘラ切り後未調整の部分が残る。 61・68は皿である.61は復元口径

14.9cm, 悩窃2.3匹 . 68は復元口径19.4cm,器麻2.¥cmで， ともに底部外面はlul転ヘラケズリである．

69-71は上師器である。 69は窃台付]ID.と巧えられ，器邸3.3cmである．体部外面は ヨコナデの後にミガキを

施しているものと思われ．体部下半部は回転ヘラケズリである。70は小型の甕で，復元l::J径17.9cmである。

71は甕で．復元U径19.4cmである．

S K112土坑 {Fig.12~ 17) 

.~1W: 区ほぼ中火に位設する． 中世の掘立柱建物が集中する場所に当たり .1)ヽ 穴との切合が苔しく．正確な

平1711形は不明である.'1.j'.:j'.f.(PL.4)から判断すると．北側の方形の部分と南側の部分は別の土坑の可能性も

ある。長軸4.4m.短軸2.lmで．北側の深い邪分の深さは0.7mである。詳しい出土状況図があるが．報告者

の怠楕により上面の平面図しか図示することができなかった。

12-102は須忠器である。72・73はつまみのつかない小型の澁である。72は復元口径10.6cm.器窃1.6cm,

A
 

- 0 
I ' 

Fig. 12 S Kll2土坑平面図 (l/40) 
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3. 古代の遺構と遺物
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第3章講査の内容
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Fig.14 S 1<112土坑出土迎物② (1/3) 

73は口径I1.3cm, 器"tr,l.3cmで．ともに天井部はヘラ切り後ナデである。 7ヽ~86は森である。74はやや且平な

宝珠状のつまみがつき．復元IJ径13.6cm,器窃2.3cmである• 75はli1平な宝珠状つまみがつき．復元n径13.9

cm, 器，切2.5cmである• 76は宝珠状つまみがつき、口径14.9cm,ltlふ記f,2.9emである。 74-76は天井部には回転

ヘラケズリが施されるが，中央部にはヘラ切り後未閃整の部分が残る。77は復元I]径15.3cmで．つまみがつ

くしのと芍えられる。78{;ti;,j,JLなつまみがつき.Cl径16.0cm.器窃2.5anである。 77 · 78は天井部に l~I転ヘラ

ヶズリが施される。79は復,(;ロ径16.lcm,辟窃2.8cmで．天井部周絃部には回転ヘラケズリが施されるが．中

央部はヘラ切り後ナデである。80は忌平な宝珠状つまみがつさ．復元口径13.8cm,器1,Y,J.4cmである。天井部

はヘラ切り後ナデである，81はやや邸いつまみがつき．復元n径14.lc,n, 器?.T.2.2cmである.J.: 面全体に自然

釉がかかる。82は猛平なつまみがつき,□径15.0cm.器高2.0cmである。83は囚平なつまみがつさ．復元「I径

15. 7cm. 器料1.6cmである。81-83は天井部に回転ヘラケズリが施されるが，中央部にはヘラ切り後未関整の

部分が残る。8ヽはU平な宝珠状つまみがつき．口径15.4匹.a訟,l.9cmである。85は復元1こ1径15.6cm.86は復

心：l 径18 . 6cmである。 84 ~86は天井部に回転ヘラケズリが施される• 87 ~97は祝台付灯、である• 87は復元n

径11.6叩．器il'li7.3cm.8 7 ·88は硲台部付近には,~1転ヘラケズリが施され，底部外1付はヘラ切 ＇）後末閃整であ

る。 89は u径1 3. 1匹． 器窃4 . 8cmで．底部外面はヘラ切り後未閲整である• 901i O径14.2cm.器窮3.8cmで．

科台部付近から底部外面周給部には1!!1転ヘラケズリが施されるが．中央部にはヘラ切り後未潤整のf;J1分が残

る。91は復元口径14.3cm,器邸4.lcmで．邸台部付近は@転ヘラケズリが施され．底部外面はヘラ切り後未関

整てある。92filliを17.8cm.器窃6.0四で．泊i台部付近から底部外面周絃部には皿転ヘラケズリが施されるが．

中央部にはヘラ切り後未綱整の部分が残る。93は復元口径11.9cm, 硲；:・:,4.lcmで．底部外lfiiはヘラ切り後米囮

整である。94は復元1:1径13.8cm,器高3.9cmで．祁台部付近から底部外面周絃部には皿転ヘラケズリが施され

28 



3. 古代の遺構と遺物
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Fig.15 SKl12土坑出土追物③ (l /3) 

るが．中央部にはヘラりJI)後未隣整の部分が残る.951:in径14.2an,器窃4.6cmで．謀台部付近から底部外面

聞緑部には皿転ヘラケズリが施されるが．中央部はナデである"961:1: Iコ径14.4cm. ~n·:;4. 3cmで．高台部付近

から底部外ilii固絃部には回転ヘラケズリが施されるが．中央部にはヘラ切り後未調整の部分が残る。91はn

径17.7cm,沿窃6.2cmで．庇部外I葡は皿転ヘラケズリである。98・991よ窃％脚部である,100は杯で,II径14.8

an, 器窃3.7cmである。庇部はナデである。101は皿で．復元IJ径20.公m,i.; 窃2.3cmである。庇部外1f1iはヘラ

29 



第3章謂査の内容
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Fig.16 S Kll2土坑/JJj磁物 (1/3)
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3. 古代の遺構と遺物
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Fig.17 S Kll2土坑出土遺物⑤ (1/3) 

切り後手持ちヘラケズリが一祁に施される。102は磁で．復元n径20.4cmである．

103~1361:t土師器である,103-1061む区で，103は復元口径16.2cmである。104はやや高いつまみがつさ．

ロ径16.0cm.器1.l'i2.8cmである。105は宝珠状つまみがつき，復元口径21.4an,器莉3.6cmである,1061が？状

のつまみがつき．復元口径20.6cm,器府5.2cmである。いずれも天井部は屈転ヘラケズ＇）で．内 外面とも回転

ヘラミガキが施される。107・108は麻台付％で， 10)は窃台が欠失している。 107は口径12.9co, で．外而底部

にヘラ記サがみられる。 108は復元U径18.0cm,器裔5.6cmである。ともに妊部外面は厄I転ヘラケズ,,で，.IT,

部外面から内面は回転ヘラミガキが施される• 109は杯で． 口径14.4cm,器it'i3.7cmである。底部外面周給部

は回転ヘラケズリで，中央部はナデである。110は窃台付皿で，復元口径25.0cm,器高3.7cmである。狐部外

面は11!1転ヘラケズリで， 体部内外面は回転ヘラミガキが施される,111-115は窃坪で,111は復元口径17.0四

である• 112は復元口径15.4cm,裾部径8.9cm, 悩店6.4cmである.113は復元口径18.6cmで'.I{,部外面に「志」

と思われるヘラ,'fきがある。 1141:1.復元u径21.2cmで,115は口径25.0cm,裾部径12.1cm,器邸9.8cmである。

いずれも坪部外面は回転ヘラケズ＇）で． 杯部内外而は圃転ヘラミガキが施される•116は高台付鉢で.□径20.6

cm, 器tr,12.4anである。体部下半部から底部にかけては回転ヘラケズりで．休部内外面は回転ヘラ ミガキが

施される。117~12)は底部に手持ちによるヘラケズリが施される杯である。117は復元1:1径14.0cm,118はロ

径14.Scm. 器祁4.lan.119は口径14.7cm. 器店4.lan,120は口径14.7cm,器高3.8an,121は復元口径15.1cm,
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第3章調査の内容

122は口径15.3cm.器麻3.4cm, 123は復元n径16.2cm,

器窃3.9cmである。124は復元口径15.4cm.粒窃4.0cmで．

_j  底部にヘラ記サがみられる。125は口径13.7cmで，体部

9.40m 

~ - _,,_:c一一

0 Im 

- ) 
-:- 137 

゜• Fig. l8 S K 125土坑 (I/40), 

出土逍物 (I/3) 

SK 127土坑 (Fig.19) 

1如

外泊jまでヘラケズ＇） である。12611□径15.6an,器窃5.7

cm, 127はn径19.0cm.器窃5.4cmである。128-130は

小型の甕で， 128は口径14.9cm,129は口径18.0cm.130 

は復元lコ径20.8cmである。いずれも胴部外面はナデで

ある。 131・132は甕で， 131は復元口径25.0cm, 132は

ロ径21.0cmである。133・134は鉢で.133は復元口径27.9

cm, 134は復元口径32.2¢nで，内面はナデである.135・ 

136は甕で， 135は復元口径27.4an. 136は復元口径30.l 

四である。

SK 125土坑 (Fig.18) 

詞在区北東部に位ばする。平面ははば円形で．径0.85

m, 深さO.lmである。低面はmr平見である．

137は越州窯系，，'f磁で．皿か杭である,138は土師岱

椀で• [I径18.9cm,沿窃8.3cmである。体祁下>f-部は阿

転ヘラケス:,,で．底部外面はナデである．

潤査I>(北側はぼ中央に位四する．須恵笞大寝口粒部が底部内に落ち込んだ状態で検出されており．大喪を

据えた土坑と推定される。内部から12cmはどの石が数個出土している．径0.75mほどの平cnillは円形の掘影

が確認でさ．深さ0.25mである．底面はすり鉢状である。なお，遺物は SKl24として取り 上げられているが．

番サが頂複している土坑がある。取り上げた13付によ って区別ができるようであり．それに必づき遺物を分

け．報告することにした．

139は土師器杯で．復元口径14,Oc,n, 器~r,J .7cmである。底部外面はヘラ切り後ナデである。140は土師器椀

で．復元口径13.%,,, 器研5.9cmである。141は須忠器大史で．口緑部と低部は接合できないが．図上で約100

のはどの器為に復元した• [I径50.6cmで,D緑部外面に粗い波状文が 1条施される。

S K132土坑 (Fig.20)

綱究区北束部に位沼する。 中世のS0102溝と頂複する。 平面はぽ方形の土坑とカえられ， •長軸2 . 35m , 短

紬2.2m, 深さ0.65mである。検出面付近で焼土が確認されている．

142・1ヽ3は須息器溢である。142は日平なつまみがつき，復元口径13.2an,器邸1.5匹で．天井部は回転へ

ラケズリである。143は復元口径21.4cmで．天井部はヘラ切り後ナデである。1441よ須恵器窮台付杯で．復元

ロ径13.6cm.蒻窃3.9cmである。底部外面周給部は回転ヘラケズ,,である。145は須恵も糾外で．復元口径16.2

cm. 器窃2.8cmである.Ii£ 祁クト面はヘラ切り後ナデである。
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3. 古代の遺構と遺物
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Fig. 19 SK 127土坑 (1/20).出土遺物 (139・140: I / 3. 141 : I/ 8) 
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第3章謂査の内容

146は：I:師器杯で．復元i:1径13.6cm.器麻3.3匹である．底部外面は摩耗のため濶整和引である。147は土師

器窃杯で．復元[1径24.2cm,裾部径11.lcm, 沿il':;7.3cmである.tf部外而は圃転ヘラケズリで．＂、部内面から

口絃部にかけては摩耗のため謂整不明である。148は土師器小型炎で．復元n径16.6cmである。149fi:I:師器

炎で．復元口径27.&,mである。150は土師器鉢で．復元n径31.2cmである。151は平瓦で．布l'lt'.iが残る。

S K156土坑 (Fig.21) 

岡布区はば中央に位沢する• 3.6m X 1.5mはどの細長い平i面形で．深さ0.52mである．庇面ははぽ平j{J_で
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3. 古代の遺構と遺物

ある。Ill:!:迎物にJgJ転糸切り離しの土師牲,Jヽliltや廿磁. ,~ 磁があるが． 大祁分は奈良時代の須忠沿.:l:Cili硲

であり ．中世の遺物は小穴などからの混入と判断Lて．古代の遠構として報告することに した．

152は須息器ジがで．復元口径12.6cmである。153は須恵岱杯で．復元n径12.7血．器窃4.4an, 低部外面はヘ

ラ切り後ナテである．

154は土師器％で．復元口径12.4cm,器麻3.5cm,庇部外面は回転ヘラケズリである。155・156は土師器摂

で.155は復元口径26.8cm, 156は復元口径28.0anである。

SK 158土坑 (Fig.22)

潤究区ほぼ中央に位訳する。中世の掘立柱建物が集中する部分に当たり ，柱穴との切合が宅しく ..iE確な

9.40m 

嗣 □ 
〇 2m 

aこ~54 :: 156 

゜' 
F'ig. 21 S KJ56土坑 (1/40).出土逍物 (1/3)

IO<m 
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第3章調査の内容
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Fig. 22 S I< 158j:l,t (l / 40)、出上遣物 (1/3)

36 



3. 古代の遺構と遺物
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第3章鱈査の内容

平而形は判断するのが難しいが．不整形な方形になると思われる.l.7mX2.5mほどの規t長になると推定さ

れ．深さは0.65mである．番号が爪複している土坑があるが．取り上げた日付によって区別がでさるようで

ある。一方は中世までの遺物を含んでおり． 日時に基づき遺物を分け．報告することにした。

1S7~16Sは須恵岱である。 mは硲杯で．復元裾部径7.6血である。 1S8・1S9は溢である。 158は温乎なつま

みがつさ．復元口径14.9cm,器応1.7cmである．天井部はヘラ切 り後ナデである。 159は復元口径14.5cmで．

天井部は回転ヘラケスりである• 160~1621が不で， 1601よ復元口径12.0cm,器麻4.3cmである。体部下半部か

ら底部外面は岸耗のため関整不明である,161は復元口径13.6cm,器高3.7cmで，底部外面はヘラ切り後未網

整である。162は復元口径14.1cm,器m.&mで．体部下半部は回転ヘラケズリか。163-164はJlllである。163

は復元口径15.5cm,笞高2.7cmで，底部外面はヘラ切り後ナデであ る。164は復元口径17.0cm,器高2.1cmで．

底部外f(iiはナデである。16Sは椀で，復元口径14.8cm,器窃6.3cmである．体部下半部から底部外面周緑部に

かけては回転ヘラケスりである．紙部外面にヘラ記サがみられる。

166~169は土師器である， 166・167は坪で，166は復元口径12.5cm,器麻3.3cm.167は復元口径12.7cm, 器

謀3.8Clllである。ともに庇部外面はヘラ切り離しである。 168・169は甕で, 168は復元口径25.5cm, 169は復元

ロ径28.3cmである。

S K1S2土坑 {Fig.23) 

1'1'/i区は9工中央に位沢する。平面実測図ではやや分かりづらいが、写其などからすると SK164土坑より古

いものと判断される．中世のSKl61土坑と重複する。平面は艮方形になるものと推定され．短軸1.2m,深

さ0.5mである。底面はややすり鉢状になるようである。

二
SK 163 

こ二 ~、 183

Cl ::J 187 

こ ---:::-J188

1お

ー : '、'189

ー ニ， ヽヽ, • 190 

SK 164 

゜
10cm 

Fig, 24 S Kl63・164土坑出土遺物 (1/3)
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3. 古代の遺構と遺物

170-172は須恵岱である。 170は溢で．

復元日径14.9cmである。天井部は回転ヘラ

ケス:•)である. 171は窃台付杯で．口径14.9

血，器f.~4 . lcmである。底部外面はヘラ切り

後tllいナデを施す• 172は麻杯で．復元裾部

径13.3cmである．

173-181は土師器である。173-176は坪

である。 173は復元口径13.7anで．底部外ifii

は手持ちヘラケズ＇）である 。174は復元I]径

15.2cm. 175は復元n径15.2an.176は復元

口径17.0an,器i(S6.lcmである。いずれも妊

部外面は岸耗のため調整不明であるが．手

持ちヘラケズリであると．思われる.111は浴

で．口径14.9cm,器高2.3cmである。母耗の

ため天井部などの関整は不明である。178は

窃q、で．復元裾部径11.8匹である。179・180

は甕て・.179は復元Cl径21.7an, 180は復元

口径24.3cmである.181は甑で．復元口径

20.0cmである．

S K163土坑 (Fig.23・24) 

潤在区は1か中央に位沿する。深さ0.15m

はどの浅い土坑のためか，切合などで正確

な平面は不明である,0.6m X2.3mの細妖

い長方形になるものと推定される。底面は

はば平坦である．

182は土師器椀で．窃台部を欠失する。復

元IJ径12.3cmである。

S K164土坑 (Fig.23・24) 

調企区はぽ中央に位沢する• S Kl62土

坑より新しいものと推定される。約0.8m

X2.55mの細長い平面形で．深さ0.4mで

ある。底iliiはややすり鉢状になるようであ

る。

183は須恵器蕊で．復元口径15.0cmであ

る，天井邪は悶辺部が(!ii転ヘラケス’りであ

るが．中央部にはヘラ切り後未苫整の部分

L 

9.40m 

ロニニ--=-ざ――--,-
。

2m 

191 

‘‘ 

0 10cm 

Fig. 25 S K 199土坑 (1/40). 出土遣物 (1/ 3)
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第3童 調査の内容

ロロニ~5
。

10cm 

‘、

0 20an 

Fig.26 検出面出土遠物 (195:1 / 3, 他 ：1/4) 

が残る。184は須恵器店台付坪で．復元

ロ径12.5cm,器高3.6cmである。底邪外

面はヘラ切り後未岡整である。

185は土師器高杯で．復元裾部径11.0

畑である.>(. 部内面はミガキである。

186は土師岱高台付坪て．．復元口径19.8

cm, 器硲5.0cmである。底部はナデで．

体部内外面は回転ヘラミガキである。

187・188は土師器杯で,187は復元口径

15.0畑， 188は復元口径15.6cmであるe

ともに底部外面は手持ちヘラケス:•)で

ある。189・190は土師器甕で,189は復

元口径23.0cm,190は復元口径26.3cmで

ある。

SK 199土坑 (Fig.25) 

謂査区南側ほぽ中央に位滋する。平

面は円形を基潤とする不整形であり，

二つの土坑の切合の可能性もある．長

軸2.4m,短軸1.9m,深さは一段深く

なっている部分で0.6mである。検出面

からやや下がった地点で焼土が確認さ

れている。底而は一部深く掘り込まれ

ているようである。

191は須恵器盗で，復元n径l6.lc111で

ある。天井部は回転ヘラケズI)である。

192は須恵器高台付杯で，底部外面周辺

部は回転ヘラケズリであるが、中央部

はヘラ切り後未関整の部分が残る。193

は土師器小型史で，復元口径9.5四であ

る。194は土師器災で．復元口径22.9an

である．

(2)その他の遺物 (Fig.26)

検出面から出土したものを取り上げる。195は土師器杯で．口径14.8cm,器t.S4.6emである．全体に限耗が

激しく詞整は不明である。 1 96は土師器甕で．復元口径19.7cmである• 197は土師器甑で．復元口径24.9cm, 

器高31.1cmである。これらの土器は11ぼ同一地点から出土しており．残存状況もよいことから．竪火住居に

伴うものの可能性がある，
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4. 中世の遺構と遺物

4. 中世の遺構と遺物

（］）区画溝

潤査区のはは全域で溝が確認されており，その大部分は平面方形の区面を構成する溝と推定される。しか

し，掘り直しやり）合l関係などが複雑なため．区画の状況を正確に捉えることは難しい。また．残存状況は潤

査区術半部で行しい削平を受けており ．規楳や形状などを判断することも困難である．

その中で比較的l!IJ瞭なbのは, S D 104・105・107溝で構成される区画であり．これを方形区面 1とする。

関翌t区はぽ中央に位沼しており，北西コーナ一部と北辺．西辺の一部が確認でさる.S D104溝とSD107溝

のJlりは迂溢的にllilり残されており．陸橋の可能性がある．その他の部分は削平されており.S0105溝の南llll

の状況も平面実測図などでは不明確である。

また. S D102溝を基準とする区画があリ ．万形区画11とする。SDl02i/llは土附図では判断しづらいが，

f♦T側に SD102溝より古い溝 (SD 133・208・216溝）が確認されており ．西端部の形状や切合関係などから

判断すると，数@の掘り直しが推定される.S 0102溝と区画を構成するものとして,SDL55・166溝がある．

これらの関係については平板図や上空からの,;真 (PL.2)などで判断すると.SI) 155・166溝が同時期に．

あるいは時期差をも って区画として存在した時期（方形区画IJ-1)と.S0155・166溝が埋没した後 S

0102溝が束洒方向の溝として存在した時期（方形区画LI-2)が推定される．

力形区画11-1を構成するものとしては.S D102・155・ 166溝と $0155溝に連続する可能性が弥いSD

222溝がある。畑状遺構などとの切合で明確ではないが，SD155溝と SD222溝の間は陸低部の可能性がある．

また．削平が苔しく，規校や形状の詳細がイ^；明であるが．濁査区南苅』で確認されたSD102溝とはぽ平行のS

D211溝も区画を構成する溝の可能性がある．

)I形区画II-2については，S0102溝と SD211溝が牙えられ．図査区洒憫に拡張した部分の西端で確認

された溝状の落ち込み (S0182)が溝であるとすると．潤査区外により大さな区画清が存在していた可能性

がある。この内部には，他の溝に比ぺ．幅が狭いという特徴がある SD 152・153・194溝があり，区画内をさ

らに区画する溝と必えられる。 SDl52溝とS0194溝は一連の溝である可能性が高く.-;; 形区画11-2に伴

うしのと推定される.S D153溝の西1111にも米掘であるが．一連の消の可能性がある逍構が確認されているよ

うであり，洒側拡張区で南北方向に確認されているS0l79i/llに述続することも考えられる．

なお ． 方影区画の変遷については切合関係から ）5形区画 11 - 1 一方形区画 11 - 2 -•方形区「創 1の顛が名＇え

られる．

方形区画 1

$ 0104溝 (Fig.27-29} 

関翌t区中央部北隕に位磁しており .SXI06より古い．東西方向の溝で．直線(1りであるが．西側でやや南へ

I/illりlし，S0105溝に連続するものと，，，•えられる。束沿は明瞭な立ち上がりをも って終結しており， SD107

溝との間は陸捻である可能性が邸い。確認でさる長さは約l:l.5m,幅0.6-l.Om,深さ約0.2mで．断面形は

U字形である．底面のレペルはは1r平坦である．北隅に 1段階古いと芍えられるS0103清が確品されている

が．未Iビであり．詳細は不明である．

198は白磁皿で．復元口径8.0cm,器高I.9cmである．窃台に 4ヶ所の袂りを入れているものと推定され囀内
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第3● 謂査の内容
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Fig.27 区画溝 (1/400) 
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9.40m 

1+2 

一

SO 104 
I. 賣褐色砂贄土
2. 褐色土＋噌褐色砂粒土
3. 褐色土

9.60m 

SDI05(i)~ ニ諷
1. 賣褐色砂贄土
2. 褐色土＋贄褐色砂質土
3. 褐色土＋賣渇色砂貿土
.. 貫褐e砂賃土＋渇色土
5. 褐色土（やや砂を含し・）

S D107 

S D 105<2) 

4, 中世の遺構と遺物

9.40m 

I. 買褐色砂貿土
2. 晴褐色土（やや砂uを含C)
3, 精渇色土（貫褐色砂贄土と含C)
~-贄鴫色砂質土+渇色土

9.70m 

二三
1. 賣鳩色砂賃土
2鳩色±+賣褐色砂賃土
3. 渇色土＋賣嶋色砂賃土
.. 鳩色土（賞褐色砂賛土を少し含む）
5 ... 褐色土（紋化物 ・小置を含む）
6 .•• 鳩色土＋鳩色土
7, 褐色土（小攣と言<;)
＆渇色砂賣土（小1!1)を含CJ

゜
2m 
= 

Fig. 28 S D104・105・107溝土層図 (1/40)

面には日跡が残る。外面は露胎のようである。 199は瓦器火鉢， 200・201は上師器鍋Illa頬である。図示した

ものの他に内面に段をもつ回転糸切り離しの土師器,J、1111.瓦質焼成の,~1転糸切り離しの小皿， 滑石製石鍋な

どが出土している。

S D105溝 (Fig.27~30) 

潤査区東側ほぼ中央に位沢しており.S 0152溝より新しく .SXI06より古い。南北方向の溝で．やや西

憫に湾曲している。南閲については平面図では不明瞭である。確認できる長さは約28m.栢l.2~1.8m,深

さ0.3-0.Smで、断面形は逆台形からU字形である．底面のレペルは南が低い傾向がある。

204は平面が八角形になると推定される土師笞小皿で，口径7.8cm,器高2.lanである。回転糸切り躍しで，

焼成は瓦質である。 205~212は回転糸切り離しのJ.:師器小皿て'.205は口径7.5cm,器窃2.0cm,206は復元n

径8.9an,器高1.9cm, 207は復元口径9.0an,器高2.0cm,208は復元口径7.0cm,岱窃1.3cm,209は復元口径7.4 

cm. 器窃l.6an,210は復元口径7.3cm, 路高2.0cm. 211は復元IJ径8.0cm,悩i0i2.2cm.212は復元口径8.8cm.

岱裔I.7cmである。 209·212は口緑部の一部に煤が付染している• 213は回転糸切り隆しの土師器杯で．復元

U径12.0cm,器窃2 . 3cmである• 214-216は内面に段をもつ1目転糸切り隧しの十．師器外で,214は復元ti径13.1

cm, 215は底径4.2cm, 216は復元底径4.4cmである。217・218は土師器鍋Illa類である。 219-225は瓦器火鉢

で.219-221・223は平面円形のものである。 219は復元口径19.6四で．焼成は土師質に近い。 221は土師伐の

焼成であるが．器而は達されている.222・225は平面方形のもので．同一個体の叶能性がある,222は外面に

ミガキが胞される。 226は伯前焼大甕である。 227は傭前焼襦鉢と思われるが．ばHは確認できない• 228は個

前焼枯鉢て．．使用による序滅のため襦目がほとんど消失している。229は龍泉窯系行磁皿で．復元口径12.2cm,

笞硲3.2cmである．麻台部錢付からその内部にかけて露胎である。 230は白磁水注と推定される。 231・232は
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第3章鱈査の内容
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig.30 SD l05溝Ill土追物② (1/3) 

龍呆烈系，'t磁烈である。231は撫文のクイプで，同一個休と芍えられる数個体分を図上で復元した。復）en径

27.1cm. 復元器?.'S6.2cmで.t.'fi台内部の釉を幅状に掻さ取る。232は内外面に逍弁文が施されるクイプで．復

,t1=1径29.2omである。233はw白磁l1Ilで．窃台部代付からその内部にかけて一部露胎である。234・235は龍泉

烹系,'i磁椀で.234は復元LI径17.6cmである• 235は窃台部にも施釉されている．

S D107溝 (Fig.27-29) 

潤布区中央部北東がりに位置しており， SKl34:I: 坑より新しい。西婿は明瞭な立ち」こがりがあり，束端も

レペルからみると終桔するようである。長さ6.6m,!l>l.il.6m, 深さ0.15-0.25m.断面形ははば逆台形で．

底面のレペルはIiば平JU.である。近構番号にt話乱があり．遺物はSD103として取り上げられている“

202・2031!:I: 師器,Jヽno.で，202は復元口径7.0cm.器硲2.0cm.203は復元口径7.6cm.器?.'/i2.2cmである。図

ホしたものの他に土師器鍋Illa類などが出土している．
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第3章鵡査の内容

方形区画IT

S 0102溝 (Fig.27・31・32) 

潤在区北側に位孟している東西方向の溝である。直線的で．西側は終結しているが．西南部にSD155溝に

連紐するような突出が確認される。SD102溝と SD155溝が一連の区画溝を構成していた時期（方形区画11-

I)には，陸総部があった可能性が窃い。SD166溝とは形状から一連の区画溝を構成する時期(}J形区画n-

I)があると推定されるが．平板図や写其から判断すると切合関係が認められ， S0166溝埋没後の掘り阻し

の結果と巧えられる。東側は削平され、さらに束へのびていたものと推定される。確認でさる長さは約36m,

鉗2.0~3.2m,深さO.J~0.2mで，断面形はU字形である。底面のレペルはIll?平坦である．土府図では明

確ではないが，南側に 1段階古い溝と推定される一連の溝の痕跡 (S0133'208・216溝）が確認されており，

9.50m 9.40m 

s D 102 

9.50m 9.40m 

疇 言

SD 153 
I. 疇渇e土＋渇色土 (,J景を含し・）

2. 廣化物＋渇色砂質土

3. 悶色砂賃土

4. 褐色砂賃土

5. 嗜渇色砂賃土

S D 155c 
1. 貫渇e砂土
2. 贄渇色砂賃土＋鳩色土

3. 渇e土

4. 渇色土＋賞褐色砂賃土

I. 淡褐色臼粘賛土

2. 鳩色土

戸
1, 頃渇色土

SO 152 

9.50m 

雪
S D 155(%) I. 貫渇色砂質土

2. 贄嬬色砂贄土＋渇色土
3. 渇色土（小礫を含C)
4. 鳩色:I:十賣褐色砂賃:1:
5. 渇色粘質土

9.40m 

2
~ 

S D1匹

゜
F'ig.31 

I. 疇渇e砧質土
2. 褐色砧贄土

3. 鴫隅色砧賃土

4. 鴫渇色帖質土（青灰色砧賃土を少し含し・）

5. 褐色砧賛土＋青灰色粘賃土

6. 冑1J1.紐 賃 土
7. 冑灰色帖質土＋嬌色土

8. 胃灰色枯質土＋褐色砧賃土

9. 褐色砂贄土＋膏灰色枯質土

10. 膏灰色粘賛土＋渇色砂賃土

＂．膏 IJl.1!1帖賃土
12. 嗜膏灰色粘賞土（帽物遺体を含し・）

13. 黒渇色帖贄土（植笏遺体を含Cl

9.50m I. 隅色土

2. 靖渇e土

3. 渇色土
4. 賞渇色砂贄土

5. 褐色土＋賣褐色砂賃土

6. 晴渇色土＋褐色土 （炭化物を含〇

7. IJI. 渇色砂賃土
8. 膏灰色土＋贄褐色土

9. 責襦色土 （賣灰色土を少し含む）

10. 噌冑灰色土＋糟灰e粘質土

11. 睛青灰色砧賃土

12. 晴冑灰色砧賃土＋貫褐色砂賃土

13. 冑灰色砧賛土＋疇膏灰e砂賃土
14. 隋膏1J1.色砂賛土＋膏灰色砧質土

15. 靖鳳褐色帖贄土

2m 16. 噌愚渇色帖賃土＋冑灰色砧質土

17. 晴黒褐色粘質土（帽物遺体を含し・）

18. 爛喝色貼賃土 （植均遺体を含C)

S 0102・152・153・155・166清土附図 (I/40) 
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4, 中世の遺揖と遺物

¥.J:::i' 
236 て~7 --ヽ、ヽロ

: : 238 
m
.
 

239 

翁
〇

/

'- " 

-―寸、'240

・---c: ニニマ:；：I

冒疇
、ヽ, 245 

ヽヽ

,-, 
L 

✓ -..>-) --
可,-;::.1
':::) 7―l 

、-
,-
,,i 
) t-<J ， 

‘、
ぶヽ ""I-ヽ

＇ ， ’‘’ 

゜
I如

Fig. 32 SD 102溝出土滋物 (1/3)
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第3童調査の内容

数回の掘り直しが考えられる。

236は内面に段をもつ土師器小皿で．回転糸切り離しである。底径2.2cmで．内面に赤色顔料が付芳してい

る。237は回転糸切り離しの土師器小ll1lで．復元口径6.5cm.器窃1.9cmである。 238は茶釜の把手部で．土師

質の焼成であるが．器面は燻されている。 239は越州窯系廿磁水注,240は白磁椀である。241は龍泉窯系野磁

llllで．高台内部のみ露胎である。242は沿石製石鍋で．外面には煤が付泊している。243は平面円形の瓦器火

鉢である。244は瓦沿羽釜で，鍔部が欠失している。 245は瓦器の鉢か襦鉢である。246・247は須思器壺で．

246は復元口径22.0cmである。248は土師器后鉢で會 4:it,: I'ii位の樗目が施される,249-251は土師器鍋Illa 

類で,251は復元口径40.2cmである．

S 0152溝 (Fig.27・31・37) 

閥査区中央部に位震しており. S D105溝より古い。紅線的な束西方向の溝で．西側はSD105溝との切合

により明確ではないがその西側に連続していないことから菰複している部分で終結Lているものと巧えら

れる。束側は削平され，さらに東にのびていたものと推定される。確認される長さは約26.4m,幅0.4-0.6

m、深さ約0.2mで．断面形は逆台形である。底面のレペルは東が低い．

295は瓦器椀で．復元口径13.8cmである。器面が摩耗しているため閃整は不明である。296は白磁椀IV-I 

類である。297は滑石製石鍋の ミニチュアとすべきであるうか。復元0径7.6an,器高4.0anで．口緑部外面に

長方形の突起がつくり出される．

S D153溝 (Fig.27・31・37) 

閃在区宙側中央に位霞している束西方向の溝である。西端，束端とも明瞭な立ち上がりをも って終結する．

長さ8.4m,幅0.3-0.Sm,深さO.l-0.3mで，断面形はU字形である。底面のレベルはほぼ平坦である。

298は回転糸切り離しの土師器小皿で，復元口径7.4cm,沿芯2.3cmである。 299は回転糸切り雇しの土師粋

杯で，復元口径12.3cm,1t, 応2.6cmである。ともに検出峙の出土であり ，SD153溝に伴うかどうかは明確で

はない．

S 0155溝 (Fig.27・31・33-36) 

調査区束側中央に位社している南北方向の清である。畑状遺構より古いと考えられる。直線的であるが．

本米はSDl05溝と同様に西側に湾曲していた可能性がある。北端は明瞭な立ち上がりをも って終結している

が．南側は畑状遺構などとの煎複で不明確である.S D222溝と一連のものとすると．陸総部があった可能性

がある。確認できる長さ約26m,幅l.l-l.8m,深さ0.3-0.Smで．断面形はU字形から逆台形である。底

面のレペルは中央部がやや深い.S D102溝との関係は前述したとおりである。

252-260は回転糸切り離しの土師器小皿である。252は復元口径6.8cm,器高l.5an,253は復元口径7.0cm,

器高1.7cmで．口緑部の一部に煤が付府している。254は復元口径8.2cm,器高1.5叩， 255は復元口径8.2cm,

器高2.2cm,256は復元口径8.0cm,器高2.1cm,257は復元口径8.4cm,儲店2.0cm,258は復元□径9.2cm,蒻高

2.2cm. 259は口径7.如，器応2.1cm,260は口径7.San, 2坪f,2.lcmである。 259は底部外面に板状圧氏がみら

れる。261は平面八角形の土師器小皿で．最大口径7.7cm, 器窃2.3cmである• 262-267は内面に段をもつ回転

糸切り隧しの土師器杯である。 262は復元口径13.むm,器邸3.2cm,263は復元口径13.7cm.器邸3.3cm,264は

復元口径14.1cm,器?.'/i3.4cm,265は復元口径14.2cm,器硲3.4cm,266は口径14.San,器高3.2cm,267は復元
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig. 33 S D 155溝出土遺物① (1/3) 
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第3章隅査の内容
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Fig. 34 S D155溝出土遺物② (1/3) 

口径19.&m,器窃4.2cmであ

る。268-272は上師器鍋Ill

a類で，268は復元n径37.0

cm, 269は復元口径38.0cm,

370は復元11径44.4cm, 271 

は復元「I径30,9cm, 272は復

元口径32.6anで あ る。

273-276は土師器鍋lllb類

で,273は1こ1t各27.7匹. 274 

は復元Of¥¥31.2cm.2l5はn

径30.0cm,2761:l n径28.6an

で．器窃約12cmに復元され

る。27l-2811i瓦器茶釜で

ある。277は復元1こ1径15.San

で．穿孔がわずかに確認さ

れる.278はn径16.9cmであ

る。把手の上部両憫に穿孔

があるが．反対側には穿孔

がなく，把手は欠失してお

り．本米あ ったかどうかは

不明である．印刻文は巴文

で．横に 2偶並筍1したセッ

トが把和fli1111とその対にな

る位沼に．逆三角形に 3憫

並ぺたセッ トがその•1•1111に

2ヶ所みられる。279は復元

n径 5.3cmで．菱形文が印

刻される。鍔部下半部に煤

が付硝している。280・281

は胎土が土師器に近い焼成

で．鍔部から上部が俎され

ている。281は鍔部以下に煤

l~an 
が付苅している.282は平碩i

八角形の白磁J:(,、で．復元n

径7.6cm.器r._r,2.Seinである．

邸台に 4ヶ所の袂りを入れ

ており ｀ その内部に 1¼H'fが

みられるが．判読はできて

50 



4. 中世の遺構と遺物

いない。2831iffll呆翌系w磁Jlll

で．復元ti径14.6anである。

284-286はfi'd泉烹系l'f磁椀

で，284は復元口径16.1cmであ

る。28$は甜台部にも施釉さ

れ，存台内面には照道共の一

部が付-ltしている.286も窃台

部に施釉され．その内部は柏

が掻き取られている。287-

289は龍泉窯系廿磁雄で，287・

288は撫文のタイプ.289は内

外i面に運弁文が施されるクイ

プである。いずれも窃台内部

の釉を綸状に掻さ取ってい

る。290は越州窯系w磁椀て・,

復元□径】7.0cm,器硲6.8cmで

ある．全lfiiに施釉され．窃台

部ft付と見込みの部分に目跡

がみられる．全体の 2/3が

残存しており．伝世品と思わ

れる。292・293は瓦骰岱鉢で

ある・294は土師器拶鉢で.4 

本l単位のr.tl3を施す。291は

軒丸瓦で．外緑幅J.5-l.9cm,

外縁硲1.4cmである．

S 0166溝 (Fig.27・31・ 37) 

綱査区北西閏に位沼する頃

北方向の溝である。直線的で．

北開は綱査区外にのびる。確

認できる長さは約18.5m.幅

2.4-3.0m、深さ0.4-0.65m

である。土）り図からは断面形

がわかりづらいが．逆台形の

ようである．駁面のレペルは

北偲が低い傾向がある.SD 

102溝と の関係は前述したと

おりである。
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Fig. 35 S D 155溝：ll-t. 遺物③ (I /3) 
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第3章調査の内容
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Fig. 36 S D 155溝出土遺物 (1/3)

307は瓦器播鉢で．焼成は土師沿に近い。308は土師蹄鍋ma類である。 309は回転糸切り離しの土師器小皿

で．復元口径6.7cm.骰店1.5血である。 310は回転糸切り簾しの土師器小皿か杯である。 309・310はともに瓦

岱に近い煉成である。311は白磁で小椀とすべきか．復元口径9.0四で，外面下半部は露胎である。 312は龍泉

窯系行磁椀で．府台内部の粕が粗雑に掻き取られており，目跡が残る。 31311lill泉怒系腎磁槃で，無文のタイ

プである。窃台部位付とその内面の釉が綸状に掻き取られている。 314は曲物である。図示したものの他に木

製櫛が出土している．
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig. 37 SD 152・153・166・179・ 182・222溝出土遺物 (1/3)

S0179溝 (Fig.27・37) 

綱査区西側拡張区に位置しており， SKISO・181土坑より新しい．南北方向の溝で，租線的であるが.iii 

閉は東に/iil曲するようである。北端はレペルからみると削平されている可能性がある。確認できる任さ約

10.4m, 幅約1.6m,深さ 0.05-0 .lm である。 底面のレペルは南が低い傾I•!にある。

300・301はl!il転糸切り離しの虹戟9小皿である。300は口径7.8cm.骰r.,12.lcmで,a粒部の一部に煤が付牙f

している。301は1こ1径7.7cm,器高2.0cmである。図示したものの他に土師器鍋ma類．龍泉窯系甘磁皿が出土

Lている。

S D182溝 (Fig.27・37) 

鵠査区西側拡張区西端で確認された。一部が調査されただけであり．溝であったかどうかは不明確である。
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第3章鱈査の内容

確認できる長さ約12.6m.深さ0.5-0.9mである。他の区両溝より深く，性格が異なる可能性がある．

303-306は回転糸切り離しの土面器小皿である。 303は口径7.6cm,笞高2.0cm.304は口径8.2血．器m.2

四で、ともに口ほ部に煤が付苅している。305は口径7.9匹，器窃2.0cmで,306は口径8cm.器高2cmで図示

しているが，ゆがみが大きい。いずれも「SD18!Jと注記があるが.S K181土坑は未拙であるため，SD

182溝出土品と考えられる。

S 0194溝 (Fig.27) 

苫究区西側中央に位滋する東西方向の渭である。束側は明瞭な立ち上がりをもって終結しており ．西開は

洞在区外にのびる。確認できる長さ約5.5m,幅0.4-0.Sm,深さ0.2-0.4mであ る。底面のレペルは西が低

い傾向にある。 SD152溝と一述の区画溝にな り．陸檎部があるものと推定される。

細）.~ が多く図示していないが．土師器捏鉢．瓦器椀玉絃白磁椀，滑石製石鍋などが出土している。

S D211溝 (Fig.27) 

潤，査区南嬬に位滋している東西方向の溝と推定される。s0102溝とはば平行であり，方形区jjlijl]に関連す

る可能性がある。 しかし．約7.4mの長さで．痴3mほどの溝状の逍構が確認できるだけで．削平が苓L<.

士州図もないため詳細は不明である．出土遺物には土師硲小皿の小片が I.点あるのみである。

S D222溝 (Fig.27・37) 

潤査区l~I西閉に位訳するボ北方向の溝である。南開は調査区外にのしべており ，北端の状況は未掘のため明

碓ではないが．終結する可能性がある。確認できる長さ約11.4m,幅2.4-3.0m,深さ約0.2mである．

3021ilill転糸切り雇しの土師若Hヽで．復元口径10.0cm.器jl',~i.7cmである。 図示したものの他に土師器鍋Ill

a類が出土している．

(2)掘立柱建物 ・柵列

掘立柱述物と柵列については．現地で確尖に確認されたも(1)は数基で，はとんどが報告l'f作成段陪で平面

図をもとに判断したものである。この他にも多数の柱穴と労えられる小穴が検出されており．本来はより多

くの建物などが存在Lていた可能性が窃い。

掘立柱建物はそのはとんどが調査区中央, S D152溝と SD153溝の間に位沢しており ．それ以外では北部

に2棟確認されるだけである．柱穴もこの邪分に多数確認されており (Fig.43). 硫認した掘立柱建物以外に

も廷物などの施設があった可能性が窃＜ ．この区域を区画溝内の主要な居住空間と してとらえることができ

よう .lilt列ははとんどがit4北か束酉方向のものであり ．区画滸や掘立柱建物に関連するものと与えられる．

報告に当た って．掘立柱建物はなるぺ<'.長方形になるように復元しているが．ゆがんだ建物もかなり存在

したものと思われる。また，本来は区1直iことに記述していくぺきであるが．どの娃物が区画のどの段陪に属

しているのか把射できなかったため．北側から顛次各滋構の説明を加えていくことにする。なお.S B172掘

立柱娃物以降の掘立柱建物 ・播列についてはそれぞれを構成すると判断した柱穴のみを図示しており．検討

を可能にするためFig.43を掲載した。
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4. 中世の遺構と遺物

S 8225纏立柱違物 (Fig.祁）

胸査区北闘中央に位潰する。南

辺と束辺では確実に柱穴列がある

が、北辺西側は現地で柱穴が確認

されていない．柵列の可能性もあ

るが． 一応掘立柱建物として報告

することにした。梁行2問 (338 

m), 桁行4rm (6.0m)の束西棟

の建物で． 主輪はN78'Wである．

梁行柱間は1.62-1.75m, 桁行柱

間は1.24-1.Smで．やや不規則で

ある。柱掘形は径0.2-0.4mのほ

ぽ円形である•S KlOO土坑より新

しい。細片のため図示しなかった

が．土師器鍋Illa類． 瓦器椀など

が出土している。

SA 111柵列 (Fig.39) 

調在区北西部に位沼する，現地

では掘立柱建物の可能性があると

していたが(PL.6).平面図を見る

限り束辺の柱穴列があまり明確で

はないため．珊列として報告する

ことにした。 51川の柵列で，柱flll

皿

軋

廿

J

' ◎ 

急

~ 

IIl
↑

`
、

：

|
r

E

S
'6
 

9.60m 

二 、,....._

2m 

はほば2.0mであるが．一番北側が

2.2mとやや広い．南北方向で．主軸はN4 "Wである．柱掘形は0.2-0.5m(I)はぽ円形から楕円形を甚調とす

゜,-,・ ―’―'― 

Fig. 38 S B 225掘立柱建物 (1/60)

る．

S A226柵列 (Fig.40) 

贋査区北側中央に位沢する．園関の柱穴をこの柱列に対応するものとみて．掘立柱建物とすることも可能

なようだが．ここでは柵列として報告することにした。4間の槽列で．柱問は2.35-2.44mである．東西方

向で．主軸はN80'Eである。柱掘形は0.2-0.4mのほぼ円形である.S Kl09土坑より新しい。

S A224柵列 (Fig.41) 

関査区北端中央に位区する。 5 間の柵列で． 柱間は0 .6~0 .Sm とかなり狭い。 TiJ北方向で、 主軸はN5 •w

である。柱掘形は0.2-0.6mのはぽ円形である。瓦器椀片などが出土している．
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S A227柵列 (Fig.41) 

潤介区北11!1束寄りに位沼する。柱穴が密集しているが. 3間の

栂列と判断した。柱間は1.96-2.lmで． 主軸はN48'Eである．柱

掘形は0.3-0.4mのはぽ円形である。

゜ S8228撼立柱建物 (Fig.41・50) 

調査区北側中央に位沢する。梁行］間(2.32m).桁行3[111(4. 7 

m)の東西棟の掘立柱建物と判断したが，北辺西から 2番Uの柱穴は確認できていない。主紬はN82'Eであ

Fig. 39 S A 171.flll列 {1 /60) 

る。桁行柱間はl.4-1.66mで． 柱掘形は径0.3-0.4mの円形から楕Pl形を基潤とする。

326は土師笞鍋ma類である。1ll1示したものの他に瓦器防片などが出土している．

S A229柵列 (Fig.41)

調査区北側中央に位沼する。S8228堀立柱建物の北柱列束側に連続するようにあり．相互に関述が深いも
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig. 42 S A23l・232・233・234柵列 (1/60)

のと芍えられる。 5/Illの1111列で.t~I目は中央が0 . 98m と狭く ． その両側は l.18- l. 3mである。束返方向で，

主紬は N82' E である。 柱掘形は径0 .3-0.4 mの円形から袷円形をJ,~潤とする。内面に段がつく 土師粒序 う'f

磁などが出J.:している。

S A230柵列 (Fig.41・50) 

紺在区北側中央に位沢する"6間の栂列で．束側の 1間は南に開く。柱間は0.64-1.0mで，主軸はN73"W

である。柱掘形は径約0.3mのほぼ円形である．

320は土師器鍋Illa類であ る。3211:t(iiJ転糸切り離しの土師器小Jillで，口径8.9皿沿窃1.4<... である。底部
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4. 中世の遺構と遺物

外面に板状圧痕がみられる.322は龍泉席系存磁椀で，窃台部丑付からその内部にかけて露胎である。図示し

たものの他に土師器坪などが出土Lている．

S A23I襴列 (Fig.42) 

潤究l区小央部北祈りに位沼する．訳線上に小穴が並んでいるが． どの柱穴で柵列を構成したのか判別は難

しい。製図段陪までは気づかなかったが. P-8・CとP-F・GがP-Eを中心にほぼ対照的な位「0にあ

り.P-A・B・C・E・F・G・lで構成される柵列とするのが妥当なのであろ うか。この場合，柱tillは

l.5-l.9mで.P-B・Ct:IJが0.56m,P-F・GIり1が0.68mとなる。束1!'i方向で．主紬はNSO'Eである．

柱掘影は径0.2-0.9mのP:l影から怜円形をも碍胸とする．

S A232柵列 (Fig.42) 

調介区中央部北寄りに位設する。主軸がやや異なるが.S A233柵列と連絞するような配設であり ．同叶期

に姓てられていた可能性がある。31111のIll列で．柱IHIは2.4-2.9mである。束西方向で． 主軸はN85'Eであ

る。柱掘形は径0.3-0.4mのはぽ円形である．

S A233柵列 (fig.42) 

詞企区中央部北奇りに位沼する.S A232橘列と述続するよ うな配沢である。6間の梱列としているが．東

側の lllllは柱Ill!が1.35mと短く ．一番束1l11の柱穴がやや小さいことから什＇，わない可能性もある。束洒方向で`

主軸はNSl'Eである。柱掘形は0.15-0.4mのはぽ円形である。

S A234楕列 (Fig.42) 

潤究区西端中央に位在する。6間の柵列で．柱間は1.36-1.74 mである。雨北方向で．主輪はN4°Wであ

る。柱掘形は0.25-0.5mのはぽ円形である。土師器鍋などが出土している。

S B172掘立柱建物 (Fig.44・50) 

関介区中央部南がりの掘立柱廷物集中部に位沼する• S 8236・237と頂複して しま った柱穴があるが.s 

8173掘立柱娃物と棟を並べる建物と して，梁行2nu(4.2ml, 桁行3間 (9.0mlの面北棟の述物と判断し

た，主軸はN5'¥Vである．梁行柱111Jl.95-2.25m,桁行柱IUl2.72-3.36mで．柱(njがやや長〈なりすぎてお

り．もう少し別の構造を力えた方がよいのかもしれない．柱掘形は0.4-0.8mの円形を媒閤とする。

315-318は回転糸切り離しの土師器,Jヽ皿である.315は口径1.4四 . 11.; 窃2.2cm,316は復元口径7.8cm,器窃

l.7an, 317は復元底径6.3cm,318は復元[I径8.2cm,器il'!i2.3t111である,319は回転糸切り障しの土師牲.Ifで，

復元[I径11.4cm,器窃2.8cmである，図示したものの他に瓦器碗片が出土している．

S B173掘立柱建物 (Fig.45) 

潤査区中央部南深祈りに位沢する。現地で確認されているが，北辺中央の柱穴は切合のためか検出されて

いない。梁行21111(4.、Im),桁行3llti(9.42m)の南北棟の建物で，主軸1:1.NS'¥Vである．秘行柱JUJ2.12-2.28

,n, 桁行柱間3.0-3.24mである．柱掘形は径0.3-0.8mの円形から楕円形を基潤とする。
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4. 中世の遺構と遺物
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4. 中世の遺構と遺物
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SB 175• 176揚立柱建物 (Fig.46)

潤代区中央部南寄りの掘立柱建物集中部に位沼する．ここでは別々の廷物として報告するが北辺がそろっ

ており．位沼的には1関連が深く ．あるいは述絞する建物になる可能性がある,SB 175掘立柱娃物は梁行lIIり

(2.8m), 桁行41111(5.85mlの南北棟の建物と判断した。 しかし．桁行方向では南側21111が柱lllll.06-1.2

mと短く ．柱穴も小さ〈なることから庇の可能性もある。主翰はやや東にふれるもののほぼ正方位である。

桁行柱flり）.32-2.3mで．柱掘形は径0.2-0.Smの円形から楕円形である．

S B176趾立柱建物は．梁行Illtl (1.78ml, 桁行2IIIJ (2.36m)の建物としたが、東辺中央の柱穴は確認

されておらず， SB175掘立柱廷物の関連の施設とする方がよいものと巧えられる。主軸はやや束にふれるも

ののはぽ正方位である。梁行柱間は1.18mで．柱掘形は径0.2-0.3mのはIf円形である．
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Fig. 47 S B174・177掘立柱建物 (1/60)

5B174撼立柱建物 (Fig.47) 

潤査区中央部束奇りに位置する．屎打'llUJ (2.92m), 桁行2間 (3.25m)の廷物と判断したが，北辺中央

の柱火が西に偏っており，また北束閑の柱穴が浅く．確実ではない。束西棟の建物で， 主軸はNss・Eである．

桁行柱間1.5-1.75mで，柱掘形は径0.3-0.Smの円形から楕円形を甚関とする．
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4. 中世の遺構と遺物
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S B177揚立柱建物 (Fig.47} 

隣査区中央部南西寄りに位沢する。梁行 llUJ (2.04m)、桁行2IIU (3.88m)で，ほぼ正方位の南北棟の建

物である。桁行柱間I.7~2.18mで．柱掘形は0.2-0.5mの円形から楕円形を基潤とする．述物はぽ中央に S

E201井戸が位沼しており．閲述するものと推定される。

S8238掘立柱建物 (Fig.48) 

調在区中央部南がりの掘立柱建物集中部に位設する．梁行211U(4.34m). 桁行いIll(6.58mlの南北様の

建物である。主軸は NIS'Wである。梁行柱柑IJ.98-2.36m,桁行柱ttlll.34-2.1mである。柱掘形は径
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0.25-0.7mの円JIクから杓円影を

基調とする。

S 6236• 237撮立柱建物

(~' ig. 43・50) 

潤査区中央部南奇りの掘立柱建

物集中部に位氾する。現地ないし

は発掘作業終了j([後の検討で判断

されたものではあるが．柱穴の対

応関係が確実ではな〈 .S 8172掲

立柱建物と煎複した柱穴があり．

やや疑問点がある。 111列などの可

能性もある．

S B2361屈立柱建物は梁行 4IHI 

02.5ml, 桁行81111(19.0m)の

南北棟の建物で． 主軸はN to•wで

ある。SB237拙立柱建物は梁行2

JIil (8.5m), lfr行 5-611り(20.6

m)の南北棟の建物で．主軸はN

)0°¥¥Iである．

323-325はl!!I転糸切り離しの土

師器で， 323・324は小JIil,325は杯

か。いずれ!,S B237掘立柱建物出

土である．

E
N
 

S A235糟列 Wig.49)

．潤査区中央部に位訟する。 4間

の康西方1:りの11!1列で． 主軸はN78°

Eである。柱間は1.5-3.0mであ

~ 
るが，束側の3.0mの部分には柱穴

Fig. 49 S A 235・239・240柵列 (1/60〉 0 が検出できなかった可能性があ

る。Hi掘形は径0.3-0.Smの円形から楕Pl形を基関とする。方位からすると， S 8236・237掘立柱建物かS

S A239 

B238掘立柱建物に関述する可能性がある。土師器鉛lllb類が出土している．

S A239柵列 (Fig.49) 

組充区中央部南奇りの掘立柱建物恥中部に位沼する。5llりの東西方向の柵列で， 主軸はN75°Eである。柱

IIIJは1.96~2.18mで，柱掘形は径0.3-0.6mのPl形から楕l'J形を基鴻とする。
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S 8228 。 ' • 10cm 

Fig. 50 S B 172・228・237掘立柱建物，S A230掴列出上辺物 (1/3)

S A240柵列 (F'ig.-19)

潤査区中央邪南寄りの掘立柱廷物集中部に位沼する。4間の東西方向の柵列で， 主軸はN76'Eである。柱

間は1.92-2.lmで．柱掘影は径0.3-0.4mの円形から惰円形を基岡とする。

(3)土坑

S KlOO土坑 (Fig.51・ 52) 

閲夜区北側ほぽ中央に位沼する.S B225掘立柱建物より古く ，$KIO!:!: 坑と$D242溝より新しい．平面

はやや不整jfクな楕円形で，長軸約5.4m,短軸2.6m, 深さ0.7mである．

327は瓦器羽釜で，鍔部が欠失する。口径25.0cmで， n緑下に l条沈線がめぐる。鍔部以下には煤が付沼し

ている。339(SK 101土坑出土）と同一伽体の可能性がある。 328・329は土t,iji器鍋Illa類で， 328は復元n径

40.8cmである＂

S K101土坑 (Fig.51-53) 

潤介区北側はぽ中央に位沼する．調布時はS0101溝として!((fりに近い角度で1111がる溝を推定していたが．

角度がiけりではなく．幅が違うこと.S KIOO土坑北側の形状が平面図では不fl然なことなどから.S KlOO 

土坑の束阻を SKIO! 土坑.r相側をS0242溝として報告することにした。

平面は細長い形態になるものと推定され．幅0.7m,深さ0.25mである。埋土,,,位で焼土が4ヶ1祈で確認さ

れている．

330ー332・334は土師器鍋Illa類で.334は復元口径40.6cmである。330・331は瓦質の焼成で，瓦岱に区分

した方がよいのかもしれない。333は土師器鍋Illb類で，復元口径29.7cmである。335は本米土師器と息われ

る瓦竹焼成のliil転糸切り離しの小皿で、復元□径7.6cm,器1~2. lcmである。336は白磁皿で，体邪下半以下は

露胎である,337は龍泉照系w磁椀で．かなり厚く施釉される。338・339は瓦邪羽釜で．ともに鍔部以下には

煤が付洛している。339は復元口径25.4四で.ti緑部下に 1条沈線がめぐる，図示したものの他に瓦器襦鉢が

出土している。
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Fig. 51 S KlOO・101土坑周辺平面図 (1/80), S KlOO・101土坑 (1/40)
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゜Fig. 53 SK 101土坑出土遺物② (1/3) 

S K109土坑 (Fig.54) 

lOan 

調査区北側はぽ中央に位沢する。SA226櫃列より古い。平面は細長い長方形で，長軸1.95m,幅0.8m,

深さ0.4mである。底面は南側が低〈なっている．

340は団転糸切り離しの土師沿,J、Jillで，口径7.6c,r,,器窃1.6cmである。図示したものの他に土師器鍋ma類

が出土している。

SK 131土坑 (Fig.54)

潤査区北西部に位置する．平而はやや不整形な円形で，径約2.3m, 深さ0.8mである。底而はすり鉢状に

なる。遺物は古代の須恵器．土師器が多いが，すぺて破片であることや，瓦器椀片が下屈から出土している

ため．中世の遺構として報告することにした。

341は瓦器椀で．内面にはかなり細かい ミガキが施される．

SK 134土坑 (Fig.55)

潤査区中央部北束寄りに位沼する。 SD107溝より古い。平面は細長い形態で．幅8.5m,深さ5.5mである。

形態や位沼から区画溝を構成する遺構の可能性もあるが．ここでは土坑として報告することにした．底面は

は1r平坦である。

342は片口のつく土師器揺鉢である。 343は土師笞鍋Ub類,344は土師器鍋Illa類である。345は龍泉窯系

行磁椀である• 346は龍泉窯系う7磁盤で，内外而に蓮弁文が施されるクイプである。高台内部は釉を掻き取っ

ている。図示したものの他に土師器小皿， 白磁片が出土している。
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4. 中世の遺構と遺物

S K13$土坑 (Fig.55) 

祖杏区中央部北がりに位謹する．平面は不

整形な長方形になると推定される。長軸2.6

m, 糾1.55m,深さ0.25mである。底面はll

ぱ斗坦である，

347は小さな鍔がつくタイプの滑石製石鍋

である， 外面には煤が付布している。348は1司

転糸切り離しの土師悩小皿で．復元n径8.1

cm, 器窃l.2ctnである。図示したものの他に土

師器鍋Illa類，龍泉惑系i'f磁白磁壺が出 土

している。

L _j  

9.50m 

｀ 
'-
三

゜
2m 

▽」.J340

S K137土坑 (Pig.56) 

隣在区中央部l認が）に位甜する。平面は不

整形な円形になるものと推定され．径約2.1

m. 深さ0.3mである。底面ははIf平坦である

bのと息われる．

349・350は皿転糸切 り離しの土師器小皿で．

349は復元U径7.7cm, i;; 和2.1cmである。350

は復元口径9.0<:m,i祈窃1.3cmで．底邸外f面に

板状圧痕がみられる• 351は須恵器捏鉢で、復

元口径9.7cmである。園示したもの他に瓦器椀

が出土している．

S K139土坑 (Fig.56) 

潤充区中央部北祈りに位沢する。切合でif.

確な平1fii形はオ渭］であるが. ~軸1.3m,短袖

I.Omの長Ji形か．人さくとらえて長軸2.15

m, 紺幅約l.7mのやや不梵lfjな長方形であろ

ぅ霞深さは0.4mである。

352は土師器鍋Illb類である。353は回転糸

切り離しの:1:r.i!i邸 JヽIID.で、復元口径9.如"・器
窃1.8cmである。354は同安潔系廿磁皿 [- 1

類で．復元n径10.0cmである。355は平面l''l形

の瓦沿火鉢である。356は削泉窯系w磁慇であ

る．

゜
10an 

SI¥ 109 

SK 131 
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゜
2m 

、予三 '.,341

゜
I如

Fig. 54 SK  109・131土坑 (1/40),

出：I:遺物 (1/ 3)
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Fig. 55 SK 134・135土坑 (1/40),出土遺物 (!/3)
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4. 中世の遺構と遺物
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F'ig. 56 S Kl37・139土坑 (1/40).出土遺物 (1/3)

S K142土坑 (F'ig.57) 

関査区中央部北束窃りに位沼する。平面はやや不整形な長方形で．長軸3.2m,短軸2.lm,深さ0.3mであ

ふ底面は北開が一段深く掘り下げられている。 中央部検出面で焼土が確認されている。

357は束播系須恵器捏鉢である。358~361は徊転糸切り隠しの土師器小皿で，いずれも底部外面に板状圧紺

がみられる。 358は口径8.7cm,器窃1.1cm,359は口径8.9cm,器高1.5cm, 360は口径8.9cm,器麻1.5cm,361 

は口径9.5cm,器況1.9四である。 362は趾転糸切り離しの土師硲杯で，底部外面に板状圧叙がみられる。口径

13.5cm, 怪i0i3.0cmである。 363は瓦器椀で，復元口径16. 2cmである． 全体にミガキは祖い• 364は白磁椀IV類

で，復元口径16.3cmである。 体部下半部は露胎である• 365は土師器nb類である。図示したものの他に龍泉

窯系汗磁椀 1類が出土している。
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Fig. 57 SK 142± 坑 (1/40),出土遣物 (1/3)

S Klヽ3土坑 (Fig.58) 

鴻査区中央部北寄りに位四する。平面は杓l'J形で．長軸1.35m,短軸0.95m,深さ0.35mである。妊而は

西側が深くなっている．

366は回転糸切り離しの土師器小皿である。復元口径8.7cm,器窃1.5四で．底部外面に板状圧痕がみられる。

367は瓦碑で，内面はミガキである。 368は白磁椀＂類で，内面見込みの釉を輪状に掻き取っている。 369は

龍呆窯系廿磁Jilli-2類で， 口径9.5cm,器高2.2cmである。図示したものの他に土師器鍋ub • ma類，龍

泉照系済磁椀 I-6類が出土している。

S K151土坑 (Fig.58)

関査区中央部北束•寄り に位滋する。平面はほぽ方形で，長軸2.7m 、 短紬2.2m、深さ0.3m である。底面は

ほぼ平坦である。北側の検出面で焼土が確品されている。南西悶の底面付近から光形に近い瓦怪椀 l点が出

ゴ．している。

370は回転糸切り離しのJ.:Cili器坪で，復元口径14.0cm,器高2 . 8cmである• 371は上師器椀で，底部内面に指
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig. 58 S K143・151土坑 (l/40). 出土遺物 (l/3)

頭圧販がみられる。 372・373は瓦岱小皿で,372は復元口径10.釦m,沿窃1.7cm, 373は復元口径10.6cm, 器窃

2.2cmである• 374は瓦器椀で, [I径17.Jan,器窃6.0cmである。375は白磁椀で．復元Cl径15.6cmである。図

ホしたものの他に存磁椀が出土している。

SK 165土坑 (Fig.59)

躙査区中央南西窃りに位既する。全体に深さ0.06-0.Jmと桟＜．平面も不整形で.:I: 坑と、認定してよいか

は確炎ではないが、一応報告してお〈 。 もっと も大さい揚所で．南北軸2.85m,東西軸3.75mである。

376は回転糸切＇）羅しの土師器小皿で．口径 8.6em.沿応l.7cmである。377・ 378は土師器鋭Illa類である。
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S K178土坑 {Fig.60) 

調査区西側拡張部に位設する．平面は細長い不整形で.ikさ3.9m,t品0.65m、深さ0.4mである。底面は

束憫が低くなっているが．小穴との切合の可能性もある。土師器坪 ・小皿がまとま って出土している．

379は白磁皿で．復元口径9.6cmである。体部下半部は露胎である。380~386は回転糸切り離しの土師器小

皿である。380は口径7.9cm,器窃2.4cm,381は口径8.1cm.岱店1.6cm,382は復1ctl径8.6cm.器窃1.8"",383 

は口径9.0cm,器邸2.2cm.384は復元口径8.2cm,器窃1.5cm.385は復元口径8.7cm. 器応52.0cm,386は復元口

径8.9cm,器応2.1cmである。382・384は口緑部の一部に煤が付粁する。387~ 389は回転糸切り離しの土師器

牙、である。387は口径11.9cm,器窃3.2cm,388は復元口径12.1叩．器高3.3cm,389は口径12.2cm,器窃3.0cm

である。図示した Lのの他に土師器鍋Illa類がある．

S K213土坑 (Fig.60)

潤在区r•1東部に位訟する。 平面図では完掘したものかど う か判別できず． 本米土坑であったかどうか明確
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4. 中世の遺構と遺物
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Fig. 60 SK 178・213土坑 (l/40),出土遺物 (1/3) 
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ではない。平面図のみ図示しておく 。他の遺構との切合関係もよくわからない。

39011回転糸切り離しの土師器,Jヽ皿で，口径8.0an,器祁2.4anである。口緑部の一部に煤が付ガする。391

は瓦器ぼ鉢である。392は白磁皿で．硲台内部に記・I}・と、思われる提料がある。図示したものの他に土師器鍋Ill

a類，瓦粋椀．瓦器火鉢．龍泉席系,'j'磁椀 1-5-b類．白磁椀などが出土している。

(4) その他の遺構と迫物

畑状遺構 (Fig.61)

関介区洒開中央に位滋する．貶さ3.5-10.4m. 幅0.3-0.5m.深さ0.02-0.15mの不定形な浅い溝が7-8

列並んでいる．おそらく畑の痕跡であろう。平面実測図から判断すると，方形区画11-1を構成する SD155 

溝より新しいものと考えられる．糾ll'iのため図示していないが．土師器鍋Illa類などが出土している。なお．

現地では溝ことに SX 183-189・191-193. SD 190として滋構番.f}が付されている。

S P241土坑墓 (Fig.62) 

鴻布区中央部に位滋する。現地では土坑llと判断していないが．完形の黒色土粒椀 1点と土師器1)、Jiil2点

が重なるように出土しており，副葬品の可能性が高いので．ここでは土坑硲として報告することにした.{( 

ぉ．時代的には古代後期であるが，紙面の都合により中世の項で報告する。深さは0.04mと非常に浅く．平

面形は正確に判断することはできないが長さ約1.6m,低約0.9mの長方影であろうか。また、本遣構のす

ぐ北側にも主軸方r,,1は異なるものの．同 じような規校の長方形の掘形が確認されており， これも湖葬品をも

たない土坑窮であった可能性がある。

393・394はヘラ切り離しの土師器小皿である。393は口径9.4cm.器tr.1.s.皿で．庇部外面に板状圧我がみら

れる。394は口径9.8cm.器裔1.7cmである。395は凩色土器B類椀で.[J径15.lCII,器高6.0cmである．

S E201井戸 (Fig.63)

潤査区中央部術西寄りに位沼する．報告者は井戸にするには小規楳で，深さも不足していると判断してい

るが現地でSEという分類記りを付しているので，ここでは井戸として報告することにした。平面は不整

形な長方形で．長軸0.96m,短軸0.8m,深さ0.72mである。前述のように S8177掘立柱建物と関連がある

, if能性が高い。細"ヤのため図示していないが内面に段をもつ土師粒杯などが出土している．

小穴・検出面出土遺物 (Fig.64)

396は皿転糸切り離しの土師器杯で.□径13.2an,Ji£ 径9.7cm,器祁3.8cmである．体部内面下半部にハケメ

状のJこ具痕がみられる。 P713から出土した完形品である。 397は国~ll園船の水注の把手と思われるが，産地

については不明である．胎土は暗灰色で，外面に灰釉がかけられる,SD!Olと注記があり, S KIO! 土坑か

S D242溝の上附検/!Jj前からIll土した。398は旅地不明の須恵器で、壺ないしは鉢であろうか。潤整はヨコナ

デで．灰自色を呈する。SK459土坑から出土しており ．共伴遺物には同安烈系w磁碗，龍呆怒系','f磁小椀？ ，

白磁椀瓦器椀などがある。 399は朝鮮＊島注隕器皿で．底径4.3cmである。全面に施釉され，内面と高台に

目跡が5ヶ所みられる。古代のSKl32土坑」:k1の検lllilriから出土した。 400は呆徳餃窯系染付椀で噌検出面

からIll土した。401・ 0ヽ2は輪入隕器天目椀で，体部外面下キ部から底部外面は露胎である。402は復元□径11.8

cm, 器窃7.如nである。401はP106. 402は検/IJ面111土である。 0ヽ3は白磁水注か。復元口径9.6cmである。
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4. 中世の遺慣と遺物
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=、一 ~,--, -----, . ,, = 

゜
4m 

Fig. 6.1 畑状遺構 (l/60)
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第3軍謂査の内容

｀ r― 

゜
2m 

文 7=----/393

文 94

国
゜

10の

Fig, 62 S P24J土坑硲 (1/40),
出土逍物 (1/3)

L _j  

9.50m 

゜
Im 

Fig. 63 S E20J井戸 (1/40) 

404は，用宋通賓（初鋳1039年）で，銭径2.48-2.54cm. 内径

0. 70-0. 73cm, 銭Jf/.0.13cm,'.屈目2.3gである.P69下Mから：II土

した。 405は太平通賣 （初鋳976年）で．銭径2.43匹．内径0.61cm,

銭J!',!O.llcm. 泣目1.5gである,P624下層から出土した。406は至

辺元賓（初鋳995年）で，銭径2.48-2. 49cm. 内径0.59cm,$.llJ!',[0.13 

cm. 絨l'12.5gである.P662検Ill面から出土した。407は天Nl元賓

（初鋳l023年）で．銭径2.46-2.47cm,内径0.邸 -0.60cm,銭厚

0.13cm, 址目2.9gである.P704下府から出土した。408は型宋元

賓 （初鋳1101年）で．銭径2.46-2.51cm,内径0.63-0.64cm,銭

厚0.18cm,梨且13.2gである。小穴下附から出土した"409は祥符元

賓 （初鋳1008年）で．銭径2.50-2.Slcm,内径0.51-0.52tm.銭

/'].O. 14cm, fi.t In. 6gである。検出面からIll:!:した．他にP43,検/1¥

面から宋銭（翌宋元賓?).検出面から銅銭）ヤが出土している。

410は鉄製刀子で, P657から出土した。共伴遺物に偽前焼大甕

片がある。 411はガラス製丸3iである。径1.12cm. ~1,1至0 . 2四. Pt 

さl.lcmで．色潤は絃色である。SD206溝 （時期':1-IJJI)から出土

した,412は不明鉄製品である。汲Mの大部分が剥離しているので．

影態については推定である．鉤状にrU1げられた製品と芍えられ，

残存長4.lan, 径1.1cmである,S Kl58と注記があるが• B付から

古代で報告した土坑ではなく ．中世の別の土坑からI.LI土したと考えられる。共伴遺物に白磁椀などがある．
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4、中世の遺構と遺物

＼ 1--: 訟ニ左7―

I .,, ~-

'•L 己.•401 
403 

=~0 "-・-「r/ ,no 。 IOcm 

◎ -0 怠◎
I I 

' ¥: ―ヘク）410 • 404 '-- I 
l 

◎◎ Q◎ ~ 、-、 忍、 0405 
I 

0 4:60 錢◎ ① 411 

゜
I 10cm 

Fig. 64 ,Jヽ穴 ・検Lllilli他出土遺物 (396-403: I/ 3. 404-412: I/ 2) 
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第4章まとめ

第 4章ま とめ

1. 弥生時代から古代

杉糀遺跡u区で確認された弥生時代の逍楕は小穴がほとんどであるが．弥生土器は後期前半のものを中心

として相当品出土している。残念ながら，弥生時代にどのように利用されたかは推測することができないが．

土器にはローリングがあまりみられないことから．この場所で弥生人の何らかの営みがあったのであろう．

簾状文が施された壺や凹線文が施された器台といった外米系土岱が出土していることは注目される。報告

者の力棗不足で，これらの土器がどの地域からの搬入品．あるいは模倣品なのかといったことを明らかにで

きなかったが．弥生時f¥:.11冬末期以前の外来系土器は佐賀平野においてもそれほど多くはなく．終末期以前に

おける他地域との交流を知る上で貸頂な安料である。遺跡の立地からみて．もしかすると田手）11の水速に関

係するのかも しれない。

古項時代の遺樟遺物はかなり乏しい。布留式甕が出土しているが、弥生時代との連絞性を考えた方がよ

いのかもしれず．古柑時代後期になってわずかに土坑］基が確認される程度である。

奈良 • 平安時代になると．庭棄土坑中心ではあるが再び活発な人々の営みが展開されるようになる。明

確な建物は確認されなかったが.S Kll2土坑などから出土した一括廃爽されたと考えられる土師器．須恵器

や「志」とヘラ甚きされた土師蛛 SKl25土坑出土越州窯系惰磁は注目されよ う．第2f,tで述べたように神

埼郡内のluJ時代の遺跡からは相当数の翰入掬磁器が出土しており．この地域の対外交渉が盛んであったこと
(II 

の裏付けになる資料と考えられる。また，中世の項で説明したSP241土坑廷は大宰府編年Xl1期に並行するも

のと考えられ.11世紀後半-12世紀初頭の年代が与えられよう。

さて．杉罷遺跡は大きくみれば．遺跡西側に所在する吉野ヶ里遺跡の一部ということができよう。いうま

でもなく．吉野ヶ里遺跡は弥生時代汲大級の環壕集落であり．また古代肥前国神埼郡の中心地でもある。こ

れまで述ぺてきた弥生時代から古代の杉籠遺跡の動向は．吉野ヶ里遺跡の動向とよく符合している。今回の

杉寵遺跡の隅査成果は．吉野ヶ里遺跡について労える上でも只要なものである。

2. 中世

今回の関査でも っと も大きな成呆は，溝で区画された中世の屋敷地が確認されたことである。艮敷地全体

が明らかとなったわけではないが．ある程度様相をとらえることができる。区画溝は切合関係からおおよそ

3時期に分けられ，方形区画Il-1→方形区画Il-2→方形区画1の顛が考え られる．

方形区画n-1の段陪はSD102・155・166溝などで構成される時期で，S0155溝とSD166溝が問時期に

存在していたとすれば．酎北に区画された空間が隣接して存在したことになる。SD2ll溝を区画溝と考える

ならば南側の区画は南北約50m,東西30m以上の規模である。この区画に伴う掘立柱建物を明らかにするこ

とはできないが, S D152溝と S0153溝の間の撼立柱建物集中部には何回かの建て替えなどがあるものとみ

られるので．この時期の廷物があったものと推定される。

方形区画11-2の段陪はS0102溝とその内部を区画すると考えられるS0152・153溝などで構成される峙

期で．区画内区面に特徴があるといえよう。この段階の規楳については推定することも難しいが．前段階に
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2. 中世

比ぺ大規1及にな っているのではないだろ う か• S 0152溝と SD153溝の間にある掘立柱建物群の状況を明ら

かにすることがでさなかったが..: の区域が屋敷地内の主要な居住空間であったことは確実であろう。

方形区画 1の段陪はSD104・105・107溝で構成される。規校は由北56m以上．束西30m以上であるが．前

段陪に比べ縮小した感は否めない。方位が正方位に近く .S8175・176掘立柱建物やS8177掘立柱建物など

がこの時期の娃物の可能性がある。このようにみてみると．方形区画）1-2の段階がもっとも複雑な構造を

しった蒔期であることが推測される．

出土滋物の特徴としては．龍泉念系甘磁繋が一定絨出土すること．火鉢類が多いことなどがあげられる。

盤の出土はこの民敷地に住んだ人々の階層を芍える上で爪疫であろう 。なお．遺物の面からは区画：：：との格

差はみられないようである。Ill土した輸入紺磁齢は14世紀後半ー15世紀前半のものが主体であり .16世紀後
m 

半に多慎に流入する染付はllとんどみられない。在地土器の鍋は上師質のもの （徳永分類HI類）がはとんど

で．土師器杯 ・小皿もおおよそ15世紀代の特徴を持っており ．区画i/11の年代は15世紀代を中心とするもので

あろ う。 た1二 SKl42土坑出土沢料のよう に大宰府編年IYIーI¥'I期に併行するものがあり．区画溝が成立す

る以前の集落の存在が芍えられる。

このようにみると．この屋敷地にm住した人々は一般店民屑とはいえず．より上位陪層であ ったものと巧

えられ．そのビークは方形区画11-2の段階であったであろう。付近の遺跡と比較をしてみれば．やや時代

"' がさかのぼるようであるが．束行扱村大曲A遺跡とは民敷地の規楳や出土辺物の点で格差が明らかである。

16世紀代の守野ヶ里遣跡志波屋六本松乙地区11区の屋敷地と比較Lても．規保はやや大きい可能性が邸＜ ．

辺物の点からも格染があるようである。陪府染が吊敷地の様相に表れているものと惟測される．

さて．閥査区の南側約300mの地点に所在する束妙寺との関係について少しふれておく ．束妙寺は弘安年1111

(1278-1287年）に異国降伏祈顛のため建立された奈良西大寺の末寺で．束妙寺に残された文拘 <r束妙寺文

杏J)によればその勢力が大きかったことが知られている。建武 2 0335)年における東妙寺・妙法寺の寺領

は田地91ヶ所 (49町9反）. (,', 地13ヶ所 (1町 7反 4丈）．屎敷10ヶ所．荒地6ヶ所とある。 しかし．南北朝

の動乱期には力の弱い寺社領では濫妨狼藉が多発しており，応水12(1405)年には動乱により束妙寺がほ退

することを嘆く行の文内が残されており.15枇紀代には勢力が弱くなっていることがうかがえる。杉椛遺跡

の屋敷地が成立し存続した時期にはこのような状況であり．束妙寺の勢力と直接結びつけるのは難し〈．

むしろ在地布力名との関係を想定した方がよいのではないだろうか。

以上のように，今回の関査で多岐にわたる問題点が提起されたと巧えられる。 しかしながら．力不）しから

穴重な成米を十分にまとめきれなかった。今後の課題としたい。なお．出土遣物に関しては大橋康二氏．徳

Ml紹氏からさまざまなこ教示を頂いた。記して感甜いたLます．

〈註〉

I. 山本信夫 「統計上の土悩ー歴史時代土師器の編年研究によせて一」 r九州J.:代文化論集」 1990 

2. 徳氷貞紹「肥前における中世後期の在地土器」「中近世士器の基況研究jVI 1990 

3. 束弁扱村教訂委且会「大曲遺跡群II」束行飯村文化財綱査報告杏第 9集 1985 

4. 原直樹 「吉野ヶ毘遺跡 （志波屋六の坪Z,11区）」「佐賀県文化財年報J1 1996 

遺物は吉野ヶ旦遺跡発掘綱充ホ務所において整理途中である。なお、本米ならばそれぞれの図面を提示

して比餃すべきであるが，紙面の都合上でさなかった。こ了承顧いたい。
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Tab.2 遣物一覧汲

Fi•. 一番・サ 出土遺構 鰍別 迅紐 色 調 偏

” 
登鎌番号

4- I S K218 土邸む 杯 淡出色 99003000 
5- 2 P597 弥生:l•，溢 復合U繰壺 淡出色 99003139 

3 P597 弥生::t.~ 甕 IJJIじ色 00002671 
4 P598 弥生ゴ：お 複合1コ緑壺 淡出色 99003140 
5 P661 弥生土溢 複合I]給壺 191氾色 外面にIll斑あり 00002663 

6 P661 弥生ゴ渇3 甕 明出色 00002664 
7 P661 弥生土沿 ”‘ 外面： IJJ褐色/I勺面；淡褐色 00002665 

6- 8 S Kl24 弥生ゴ渇; 壺 淡出色 縦状文 00003444 ， P765 弥生土笞 烈 淡出色 外iJlj丹lf!.1) 00002672 
10 及採 石製,17, 石包T 赤灰色 00002654 

II 検出画 ガラス製品 小玉 ライトプJレー 00002652 
12 検出面 弥生土沿？ 鉢 叩＇貨出色 贔み篇圧紅 99003146 
13 P839 土製品 ゴ丑i 明～淡褐色 00002651 
14 P470 弥生土沿 壺 淡・貨出色 00002669 
15 P470 弥生土諾 復 淡出色 00002668 
16 P547 弥生土ね 硲台 淡出色 凹綿文 00002670 
17 P467 弥生土お 鉢 明紺色 00002666 
18 P467 弥生ゴ：荘 鉢 叫褐色 00002667 
19 P215 土糾iお 甕 淡出色 外面一部煤付竹 00002673 

20 P776 土帥沿 憂撼 淡褐色 00002674 
8- 21 S Kl08 須忍沿 iii 灰色 注記： S K117 99002883 

22 S Kl08 須.I!.(沿

“ 
灰色 99002758 

23 S Kl08 須忠む 杯 灰色 99002757 

24 SKI08 須ぶ沿 杯 •mり色ーにぷいね色 99002874 
25 S KJOS 須恵沿 邸台付杯 灰色 99002756 
26 S Kl08 ~/(忠ill' llll 灰色 99002873 
27 S Kl08 須恵沿 店杯 灰色 99002759 
28 S K108 土“硲 “ 

淡比色 注記： S K117 99002邸5

29 SKI邸 :I: 糾;~ 杯 ,,1出色 祐翫： S Kll7 99002884 
30 S KJOS 土釦む 甕 外i/ri:淡祁色/1/.J面： ,r, 褐色 注記： S K117 9900蕊 7

31 SKI邸 土糾i若 甕 IJJ. 貨褐色 的002754
32 S KJOS ゴ．糾iむ； 甕 叩貨褐色 99002755 

33 S KI08 土邸臼 雹’’ 淡出色 m記： S Kll7 9900碑
34 S K108 土師妬 甕 IJJlll色 叩002872

9 - 35 S KIIO 須恵器 溢； 灰色 99002780 
36 SKllO 須恵器 'Zi. 灰色 99002781 
37 S KIIO 須！ぶも 盗 灰色 的002782

38 SKIIO irt恵沿 穀 灰色 的002no
39 S KIIO 碩ぷむ 燦 陪灰色 99002768 
40 S KIIO 須忠硲 1-'il台付力が 灰色 蜘 02776
41 S KllO 瑣巡お

“ 灰色 幽 02778
42 S KIIO ll1忠船 t,(. 灰色 幽 02777
43 SKIIO 須恵岱 11( 灰白色 99002779 
44 S KIIO 須恵む ][ 灰色 99002785 
45 SKIIO 須恵沿 高杯 灰-u灰色 99002783 
46 SKllO 瑣恵硲 謀杯 灰色（内面一郎灰白色l 幽 02769
47 SKllO 須恵お 窃杯 灰色 99002784 
48 S KllO 土師む； 蓋 IJJ褐色 99002765 

49 SKIIO 土糾i器 謀台小tif. IVJ褐色 99-002771 
so S KIIO =~ 師岱 窃杯 ,,1出色 99002766 

10- 51 SKllO 土糾i硲 衷 外面 ：9リ1褐色/l'lini:J:l褐色 幽 02772
52 S KIIO :I: 師硲 遵 IVJ褐色 99002774 
53 S KllO =~Cili岱 甕 淡～叩出色 細 2775
54 SKJJO :l:t.ili荘 虔 If]褐色 幽 02761
55 S KIIO cl: 師な； 遵 IVJ褐色 幽 02760

56 SKllO :I: 師四 把手 1YJ褐色 勁 02767
57 S KIIO :l'. 師妬 杯 1111褐色 99002762 

58 SKJIO :I: 糾i匹 杯 IJJ褐色 99002763 
59 SKIIO :I: 訓i岱 杯 叫出色 外,~iiこm斑あり 99002764 
60 SKllO 須ぶ笞 筆杯 灰色 99002773 

11- 61 S Kill 須必 杯 ,,1赤灰色 99002790 

62 S K111 須ぶ蒻 J.7' 灰色 9切02791
63 S Kill 須忠匹 ill 灰色 99002795 
64 S Kill 須恵岱 窃台付杯 灰色 99002788 
65 SKlll 須衷ff 窃台付坪 灰色 99002787 
66 S Kill 須恵船 窃台付M 灰色 99002786 

67 S Klll 須必荘 1111 ,,1血色 99002789 
68 S Kill 珀ぶ忍 皿l 灰色 99002793 

69 SK!ll 土師切 窃台付llll ＂！貨褐色 99002794 
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Fi,z. 番サ 出:1:遺構 種~ 別 荘稽t <• 讀 饂 考 登番サ
70 S Kill 土閏i臼~ 甕 外面：褐色／内面： 01/褐色 99002珈

71 S Kill :tr.iii若 甕 淡 出 色 99002801 
13- 72 SK112 須恵n 濠 灰色 99002817 

73 S K112 須底葬 蓋 灰色 99002珈
74 S K112 須恵若 亭 灰色 9900拗 2

75 SKll2 須速翡 葦 灰色 99002806 

76 S K112 須恵器 蓋 灰色 99002803 
77 S K112 須恵翡 肇 灰色 99002811 

78 S Kll2 須＇恵罰 葦 赤 灰 色 99002812 
79 S K112 須恵曇9 肇 寅灰色（一部赤也色） 99002813 

80 S K112 須恵給 葦 灰色 99002805 
81 S K112 須恵岱 肇 灰色 99002807 

82 S K112 須恵粒 肇 灰{f, 99002814 

83 SK112 須恵ff !II 灰白～灰色 99002815 

84 S K112 須恵妬 葦 灰色 99002808 

85 SK112 須恵硲 董 灰色 99002810 

86 S K112 須恵粒 蓋 灰色 99002816 

87 S K112 須恵蛉 窃台付杯 灰色 99002820 

88 S K112 須忠鉛 高台付杯 灰色 99002823 

89 S Kll2 須恵器 ・ 芯台付杯 灰色 99002819 

90 SK112 須恵蒻 店台付杯 灰色 99002828 

91 SKll2 須恵笞

旦且高迫迫台付付付杯杯杯

灰色 99002822 

92 SK112 須l!!沿 灰色 99002825 
93 SK112 須恵妬 賓 r.Ji(n 99002818 
94 SK112 須恵ね 為台付杯 灰色 99002826 

95 SKll2 須恵お 高台付杯 褐色 蜘 02827

96 SK112 須恵笞 高台付杯 灰色 99002821 

97 S K112 須恵紐 応白付杯 灰色 幽 02824
14- 93 SK112 須恵鉛 高序 灰色 99002833 

99 S K112 須恵益 応杯 灰色 ・灰白色 99002831 

100 S K112 須恵紐 杯 にぷい赤掲色 99002830 
101 SK112 須恵訟 Ill 青灰色 的002829

102 S K112 須恵岱 壺 外画：灰赤色／内面 ：llJI渇～褐色 9切02834

IS- 103 S K112 土師蛤 遍 •Ill褐色 99002839 

104 SKllZ 土糾i岱 葦 明褐色 99002838 

105 S K112 土師岱 葦 明褐色 細 2840

106 SK112 土糾臼 菫 明褐色 99002859 

107 S K112 土糾穀 和台付杯 淡褐色 99002856 

108 SKll2 土緬鉛 瓦台付坪 赤褐色 99002860 
109 S K112 土糾iむと

血”応杯{<tJIII 

褐色 99002855 

110 S Kl12 土糾i臼 赤褐色 99002857 

Ill S K112 土紐i岱 明褐色 細 2841

112 SK112 土師齢 高杯 明褐色 99002866 

113 SK112 土閾切 応坪 1111褐色 99002837 

114 SKll2 ゴ師船 江杯 l!IJJll色 99002836 

115 S K112 土師硲 高坪 明褐色 99002868 

116 SKll2 土師罰 応台付鉢 褐色 99002867 
16- 117 SK112 土閲翡 杯 寅 褐 色 99002863 

118 S K112 士師粕 J:/l 明褐色 99002853 

119 S K112 土師翡 坪 外面；褐一明謁色／内面：叩褐色 99002850 
120 S Kll2 士r,;i;罰 "I" 外面 ：,,1褐色／内面：淡明褐色 99002852 

121 SK112 土印玲 杯 淡褐色 99002862 
122 SK112 土師鉛

” 
明褐色 99002854 

123 S Kll2 土師器 ff 外面 ：淡賞色／内面 ：淡 褐 色 99002861 
124 SKll2 土師〇 序 ＂＂じ色 9900四

125 S Kll2 土邸荘 q; 外孤 ：褐ー淡褐色／内面 ；褐色 9900蕊 I

126 SK112 ±闘清9 牙 淡褐色 9900如

127 S K112 土閾岱 杯 淡 褐 色 99(畑 9

128 SK112 土繹諾 甕 ,,1褐色 99002871 

129 S Kll2 土岬諾 甕 褐色 9900磁 9

130 SK112 土緬笞 甕 外面：明褐色／内面 ：灰白色 9900知 4

131 S K112 土試i咋 甕 明褐色 外面に黒斑あり 9900及43
132 S K112 土緬妬 璽 淡褐色 9900蒻70

17-133 S Kll2 土闘ill:. 鉢 淡掲色 （内面一部鼻1褐色） 9900認46

134 S Kll2 土釦器 鉢 外面 ；樅褐色／内面 ：明-11'1褐色 99002345 

135 SK112 土絨i笞 甕 褐色 9900知 8

136 S K112 土鉛粒 甕 褐色 99002847 

18 137 SKI公 青磁 椀かJJ1I 胎土：灰白色 鑢州窯系 00002磁

138 S KI25 土試i路 磁 明褐色 00002675 
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Fi2. — 茶勺 tll±.i貫横 植別 沿径 色 1:11 {Iii 巧 狂幻香サ

19- 139 S K127 ゴ師な；； 坪 Iり1褐色 注記 ：S Kl24 99002889 
140 S Kl27 土闊澁 脳 明～淡褐色 注記 ：S Kl24 99002888 
141 S Kl27 jJ1恵沿 大寝 外面 ：灰色／内面 ：赤灰～灰色 99002908 

20- 142 S Kl32 須恵器 蓋 灰 色 99002912 
143 S K132 須恵岱 葦 灰 白色 99002911 
144 S K132 牙［恵沿 窃台イ寸杯 灰色 99002909 
145 S K132 須恵沿 .t7- 灰 白色 99002910 
146 S K132 ゴ:lili笞

” 
外面 ：明一汲褐色／内面 ：明出色 99002913 

147 S Kl32 土緬沿 高杯 淡褐色 的002914
148 S K132 士．閾i恣； 甕 外面：明褐色／内面：暗褐色 99002917 
149 S K132 土師器 雹 外面 ：淡出色／内面 ：IJIJ褐色 99002916 
150 S KJ32 士.l>tin 鉢 外面 ：研褐色／内面：褐色 99002915 
151 S K132 瓦 平瓦 外面：明lll色／内面：灰白色 99002918 

21- 152 S Kl56 須恵祐 壺 暗灰～灰色 99002943 
153 SK156 須恵沿 I:(. 外llii:/'I<色／内llii:略灰色 99002944 
154 S K!56 土師笞 J:{- 叫褐色 99002941 
155 S Kl56 J:Cili妬 甕 淡褐色 99002939 
156 S Kl56 ゴ：師笞 "' 淡褐色 99002940 

22- 157 S KISS 須恵森 高打、 にぷい赤出色 （内illi一部1引出色） 99002957 
158 S KISS 須恵鉛 董 陪灰色 99002956 
159 S KISS 須恵祁 蓋 灰色 99002955 
160 S Kl58 須恵器

“ 
哨灰色 (Cl繰部一部灰色） 99002949 

161 S KISS 須恵岱

“ 
灰色 99002950 

162 S KISS 印恵吟 q. 灰色（体 下半郎一底部 ：玲灰色） 99002951 
163 S KISS 須恵岱 llll 灰色 99002953 
164 S KISS 須恵笞 Jill 灰色 99002954 
165 S Kl58 須忠お 椀 明赤灰色 99002952 
166 S KISS 土師笞

“ 
外面 ：明出色／内面 ：淡掛色 99002948 

167 S KISS ナ師笞 •1' 外面 ；談褐色／内面 ：明出色 99002947 
168 S KISS :1:lliliお 甕 淡褐色 99002946 
169 S K!58 土師硲 !! 淡褐色 蛉002945

23- 】70 S KI62 須jじ粒 溢 灰色 99002966 
171 S Kl62 須恵若 台付坪 灰 色 99002珀
172 S KI62 須恵お 店牙~ 灰～睛灰色 99002967 
173 S K!62 土師笞 ff 明褐色 ・淡褐色 99002963 
17" SK162 土c,~若 )-{- 淡褐色 99002961 
175 S Kt62 :1:r. 面苔 ;:r- 淡褐色 9900函 2
176 S K162 土師若 ¥ 淡褐色 99002960 
1n S K162 土師む 望 外面 ；褐色／内illj;絞褐色 99002965 
178 S K162 士師咋 店杯 外面 ：明賞褐色／内面：淡褐色 99002968 
179 S Kl6Z 土師笞 甕 IJIJ寅褐色 99002959 
U沿 S K162 士師甜 菱 淡紺色 9900四58
181 S Kl62 ナ師お 甑 明寅褐色 外面に1J.1斑あり 9900況69

24- 182 S K163 こl:Rili各 椀 淡褐色 99002970 
183 SK164 須恵硲 這 灰 白色 99002972 
184 S Kl64 須返甜 泊；台付H 外面： 灰臼色／内面：灰色 99002971 
185 SKI64 土師荘 ,:r,. IJII褐色 99002976 
186 S Kl64 土師も 窃台付杯 明褐色 99002973 
187 SK!64 土師若

“ 
淡褐色 99002975 

188 S Kl64 土師岱 只 淡祁色 99002974 
189 SK164 土師紐 虔 褐色 99002777 
190 SK164 土師⇔ ＇り1褐色 99002778 

25- 191 S Kl99 須恵鉛 溢 灰色 99002993 
192 S K199 須恵岱 高台付杯 灰色 99002994 
193 SK199 土mu鉛 甕 明貿褐色（口緑郎内面一部研紺色） 99002995 
194 S K!99 土Ciliお - 淡褐色 99002吟6

26- 195 検lllilii 士 杯 明褐色 注記： P876 00002679 
196 検出iii! 士師お ,. 外面 ：褐色／内碩i:IJIJ褐色 注記： P864 99003141 
197 検出面 土師む 甑 明褐色 注記 ：P864 99003142 

29- 198 S D104 白磁 皿 胎土：灰白色 99003032 
199 S 0104 瓦笞 火鉢 硝灰色 99003-033 
200 S0104 土師粒 鍋 明褐色 99003030 
201 S D104 土師沿 鍋 町11)色 外面煤付沿 99003031 
202 S D107 土師岱 小JIil 灰白色 99003029 
203 S0107 土師岱 小!Ill 灰 一灰白色 99003028 
204 S D105 土糾i岱 小皿 灰色 平面八角影 99003042 
205 S D105 土糾i沿 小皿 淡褐色 99003034 
206 S D105 土糾;11; ,1ヽ皿 淡褐色 99003040 
207 S 0105 土師も 小llll. 淡褐色 99003038 
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208 S D105 土師鉛 9卜皿 淡褐色 99003041 
209 S 0105 士師岱 小皿 明賀褐色 9幽 3036

210 5 D105 土師船 小皿 明寅褐色 99003035 

211 S D105 土師沿 /J、111l 淡褐色 99003037 

212 5 D105 :t師妬 小llll 明褐色 99003039 

213 S D105 土師器 杯 外面 ：暗出色／内llll:i炎紀色 蜘 03043

214 S D105 ゴ：師む・ 杯 灰白色 99003046 

215 S D105 土師蔚 杯 M 白色 99003045 

216 SDIOS 土師硲 坪 灰白色 99003044 

217 S D105 :l:Co!J甜 鍼 略・ill色 99003047 

218 SDJ05 土暉笞 I鍋 淡福色 外1lil煤付芍 99003048 

219 SDIOS 瓦器 火鉢 印褐色 99003052 

220 SD105 瓦お 火鉢 灰色 990030;1 

221 S D105 瓦諾 火鉢 外illi:淡褐色／内面；褐色 99003053 

222 S D105 瓦お 火鉢 外面：明賀褐色／内面：淡赤褐色 99003059 

223 S D105 頂：諾 火鉢 ・行出色 99003-049 

224 S 0105 瓦沿 火鉢 灰褐色 99003054 

225 S0105 瓦沿 火鉢 即部： i炎褐色／内面：暗灰色 99003050 

30- 226 S0105 贔沿 大史 にぷい赤褐色 債前 99003056 
227 SD!OS Jlilt; ・ば鉢？ 外面 ：；が灰色／内i/il:灰赤色 偏前 99003057 

228 SDIOS 闊若 ば鉢 楼色 情 Jj;/ 99003058 

229 S0!05 柑磁 1111 胎土 ：灰白色 隅泉窯糸 99003064 

230 S0105 白磁 ＊注？ 胎土：灰白色 99003066 

231 SDl05 ilf磁 鑢 胎土： 灰白色 龍泉窯系 99003061 

232 SDI05 青磁 鑢 胎土： 灰臼色 龍泉窯系 99003060 

233 S0105 宵白磁 1111 船土 ：灰白色 99003065 

234 SDI05 冑磁 椀 胎土：灰白色 開泉窯系 99003062 

235 S D105 廿磁 椀 胎土：灰白色 寵泉窯系 99003063 

32- 236 S 0102 土臼溢 ,J、Jill 灰白色 内面に赤色顔料 99003022 

237 50102 土約若 ,J、JIil 淡IVJ褐色 99003021 

238 s0102 瓦名 茶釜 暗褐色 99003023 

239 S D102 青磁 水注 胎土；灰白色 越州窯系 00002686 

240 S D102 n磁 舷 胎土 ：灰白色 99003025 

241 S D102 育磁 llll 胎土：灰白色 龍泉窯系 99003026 

242 S 0102 石製品 沿石製石鱗 灰白色 外面煤付沿 的003027

243 SI) 102 瓦咋 火鉢 外面 ：灰色／内面：略灰色 99003017 

244 S D102 瓦硲 羽釜 外証；屈色／内面；灰色 99003015 
245 S 0102 瓦硲 鉢かけ 鉢 灰 色 99003016 

246 S D102 釘［忠和 壺 灰色 99003014 

247 s0102 須!!1.お 壺 灰色 99-003013 

248 S D102 :1, 師硲 ば鉢 外面 ：明比色／内面 ：褐ー暗褐色 99003024 

249 S0102 土暉笞 鍋 明褐色 99003019 

25-0 S0102 土師お 鍋 明褐色 99003020 

251 S0102 土r"器 鍋 明褐色 99003018 
33-252 S0l55 ゴ；師甜 小Dlt 礼色 （庇部外画四褐色） 細 3078

253 S D155 上閲沿 小Dll 褐色 99003077 

254 S 0]55 土師蒻 Iヽ、Jill 褐色 99003085 

255 SDl55 士”笞： 小皿 明謁色 99003084 

256 S0155 土緬沿 小皿 祀色 （内面一部踏褐色） 99003082 

257 SD155 士llli'li 小皿 明褐色 99003086 

258 5D155 ±lili蒻 4、111l 灰白色 平積j八角形 99003079 

259 S DISS 土緬妬 ,,、Jill 淡褐色 99003120 

260 S0155 土幻お ,J、Jill 町ー・f褐色 99003083 
261 S0155 土閾i沿 ,1、Jill 灰白色 99003087 

262 S D155 土悶諾

“ 
灰白色 99003094 

263 S D155 土印沿 I:(. 灰白色 99003091 

264 S D155 ..l:t~ 益 !.?' 灰白色 99003090 

265 S0155 土闊鉛 杯 灰白色、 99003095 

266 S D155 土邸溢 sr- 灰白色 99003093 
267 S D155 土師岱 杯 灰白色 （一部 烈出色） 99003092 

268 S 0155 土糾i諾 鍋 暗褐色 99003112 

269 S D155 土面沿 鍼 淡褐色 99003113 

270 S D155 土 鍋 絞褐色 99003109 
34- Z7I S 0155 土師切 鍋 明褐色 99003110 

272 S D155 土師鉛 鍼 淡褐色 外面煤付党 99003111 

273 S D155 土師器 鍋 迅一暗褐色 99003119 
Z74 5D155 土面鉛 鍋 研褐色 99003148 

275 S DISS 土師若 鍼 談貨褐色 外面煤付培 99003116 

35 276 S 0155 土師咋 鍋 淡明褐色 （一部瓜出色） 外ilii煤付泊 99003118 
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277 S D155 瓦沿 茶釜 外面：研-I.II褐色／内面：淡褐色 99003099 
278 S DISS ・瓦沿 茶釜 m灰色 99003117 

279 S D155 Jo: 若 茶釜 郎褐色 99003096 

280 S 0155 瓦名 茶釜 外面： n.l褐色／内面：淡褐色 99003098 

281 S D155 Jitif 茶釜 外面 ：暗褐色／内面：談渇色 外面煤付れ 99003097 
36-282 S0155 白磁

“ 
祐:1:：灰白色 漫I'!,平面J¥角影 99003108 

283 SDIお 冑磁 Ell 尉,.:1,:灰白色 龍泉窯系 99003107 

284 S 0155 情磁 磁 尉叫：：灰白色 龍只窯糸 99003104 

285 S D155 i'I'磁 磁 胎土： Fli.白色 龍以窯系 99003106 

286 S D155 ガ磁 椀 胎土：灰~I 色 龍泉窯系 99003105 

287 S D155 冑磁 繋 胎j::橙色 龍泉窯系 99003102 

288 S 0155 1't磁 嘘 胎土；灰J'J色 龍泉限糸 99003100 

289 S D155 11磁 盤 胎土：灰白色 II'』山窯系 99003101 

290 S 0155 打磁 碗 胎土； 1111褐灰色 越州惑系 99003103 
291 S DISS 瓦 ＂人、瓦 灰色 99003115 

292 S D155 瓦笞 ほ鉢 陪灰色 99003089 

293 S D155 瓦忍 ば＇鉢 灰色 99003121 

294 S D155 ぇ：糾i岱 ば鉢 明褐色 99003088 
37- 295 S 0152 瓦笞 椀 外面：浅賀色／内面 ：灰白色 99003072 

296 S 0152 白磁 磁 胎土：白一灰白色 990030i3 
297 S 0152 石製，II, ミニチュア 灰色 外面煤付牙 99003074 
298 S D153 土師蹄 小皿 ,,1褐色 検Ill面rll:r. 99003075 

299 S0153 土師沿 1-l' 褐色 検出面出土 99003076 
300 S D179 二I・.師岱 小Dll ,,1褐色 的003129

3-01 S D179 :tlili笞 小Illl 191褐色 99003130 

302 S0222 ,1: 師お 1'(. 淡褐色 9900313i 
3()3 S0182 土師笞 小1111 灰 白 色 99003131 

3-04 S 0182 ;I: 師お 小JIit 淡,,1褐色 的003133
3()5 S D182 土師若 小II& II.I褐色 細 3134
初6 S0182 :l:~liお ,J、1111 淡引褐色 細 3132

307 S D166 瓦笞 は鉢 Ill褐色 （ 部''l一淡褐色l 99003123 

308 S0166 土師笞 鍋 暗褐色 外1Ai煤イ・l笥 99003122 
309 S0166 Jc師妬 小Jill 淡褐色 99003125 

310 S D166 土師な 4、 Illlカ•J;(- 淡ー・9記色 99003124 

311 SD166 白磁 小碗？ 胎土：灰白色 99003126 

312 S D166 i'f磁 椀 貼土：灰白色 1ll1泉窯系 99003128 

313 SDI66 w磁 鯰 胎土 ；灰.~色 龍以窯系 99003127 

314 S 0166 木製品 曲曲 00001725 

so- 315 S B172 土~~笞 小1111 淡褐色 00003441 
316 S 8172 ゴ師笞 ,J、1111 淡褐色 00003443 

317 S B172 ±r"6笞 ,,、Jill 明出色 00003438 

318 S 8172 ±閏iむ 小 1璽 ,,, 褐色 00003439 

319 S 8172 cl:~~ 器

“ 
褐色 00003440 

320 SA230 :1,1籠お 鍋 外面 ： •~Ill色／内面 ：淡褐色 00003448 

321 SA230 土師笞 ,,、Ill 外.~, : ,,1出色／内面 ：絞褐色 00003442 

322 SA230 廿磁 椀 貼±:1,i褐灰色 nu泉窯系 00003447 

323 S 8237 .:1:1!1§ 荘 、ト11D 淡褐色 00003435 
324 S B237 :I: 師笞 小Ill 淡迅色 00003437 

325 S B237 ;I: 師お i;.? 淡褐色 00細 36

326 S 8228 土試iね 鍋 外面；·~褐色／内面 ：淡迅色 00003449 

52-327 S KIOO 瓦硲 羽釜 I.I.I褐色 99002751 

328 S KIOO J:116器 鍋 外j/jj;淡-1,;¥褐色／内面 ；淡出色 99002752 

329 S KIOO 土緬笞 鍋 外面： •ff出色／内面：淡褐色 外面煤付ガ 99002753 

330 S KIOI 土閾沼 鱗 町灰色 99003005 

331 SKIOI :l: 閾i岱 鍋 灰色 99003004 

332 S KIOI J: 閾お 鍋 外画 ：P(l出色／内画 ：汲褐色 99003006 

333 S KIO! ・I・. 緬沿 ，，， 略出色 外面煤付ぷ 99003-003 
334 SKIOI :l: 緬甜 ，，， 外両 ： •名褐色／内面：淡出色 99003007 

53- 335 SKIOI ゴ：緬お ,j、1111 灰色 99003-008 

336 SKIOI 白磁 Dll 胎土：灰白色 99003009 

337 S KIOI 廿磁 椀 祐北：明出灰色 龍泉窯系 99003010 

3緯 S KIO! 瓦岱 羽釜 叩褐色 99003002 

339 S KIO! 瓦溢 羽釜 外面 ：1£1色／内面：研灰色 外慎1下牛邸煤H'1l 99003001 
54-340 S Kl09 -J: 鑓iお 小1111 '"貿褐色 99002875 

341 SK131 “；岱 磁 /!.¥出色 99002$93 
55- 342 S Kl34 ゴ：緬沿 柑t鉢 淡 褐 色 00002682 

343 S 1(134 ゴ鍼妬 鍋 外,~i : /!I褐色/l'llhi:lff出色 吟002894
344 S K134 ォ：鵡i溢 鍋 淡 出 色 9900邸 95

345 S Kl34 ?r磁 flt 討叫芦 灰 1'.J色 罰窯系 99002396 
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Fi2. ―符サ 出土遺鳩 種別 侶積 “り 躙 鋼 "' 登錢番号

346 S K134 青磁 ’ 船土：灰白色 龍泉窯系 99002897 
凶7 SKJ35 石製品 滑石 製石鍋 灰 白 色 外面煤付芳 99002898 
348 S K135 土師粋 小llll 淡褐色 99002899 

56- 349 S Kl37 土師若 ,j、Jill 淡 出 色 99002902 
350 S K137 土師岱 小1111. 淡 出 色 99002901 
351 SKl37 須忠若 捏鉢 灰色 99002900 
352 S K!39 土面名 鍋 暗 褐 色 99002904 
3-,;3 S Kl39 土紐i船 小皿 淡褐色 99002903 
均 S Ki39 青磁 llll 胎土；灰~,色 同安窯系 99002906 

沢` SK139 瓦咋 火鉢 灰色 99002905 
356 S Kl39 青磁 槃 胎土；灰t'l色 龍泉窯系 99002907 

57-357 S K142 須忠蛉 代鉢 灰色 束播系 99002925 
358 SKl42 土師穀 小Jill 淡明掲色 99002921 
359 S Kl42 土師粒 小0Jl 淡 謁 色 99002920 
360 SKl42 土印雑 小Dil 扱褐色 99002922 
祁 I S K142 土師粒 小皿 灰白色・雌掲色 99002919 
362 SK142 土紐i若 杯 淡 褐 色 99002923 
363 SK142 瓦臼 椀 瓜出色・灰白色 99002924 
珀 SKl42 白磁 椀 胎土：灰白色 9900四29
臨 SK142 土師⇔ ・ 鍋 外iJlj:四褐色／ 内面：淡褐色 99002926 

58—函 SKl43 土師粒 小皿 淡褐色 99002928 
367 SK143 瓦沿 椀 黒褐色（内面一部灰白色） 99002927 
蕊 S Kl43 白磁 椀 胎土：灰白色 99002930 
祁9 SKl43 青磁 lll1 胎土：灰~,色 龍泉窯系 99002931 
370 SK151 土師荘 .ll' 灰 白 色 9900砕35
371 S K151 土師吟 碗 外面 ：Ill褐色／ 内面 ；淡ー1fl記色 99002936 
372 S KISI 瓦粒 ,]ヽ皿 灰色 9900四33
373 SKISI 瓦若 小皿 灰 白 色 ・哨灰色 99002932 
374 S KISI 瓦牡 椀 暗渇色 99002934 
375 S KISI 白磁 椀 胎土：灰白色 99002937 

59- 376 S K165 土師翌 小皿 淡明褐色 99002981 
3n S Kl65 土試i昨 鍋 外面 ：9名褐色／内面 ：褐色 99002979 
378 SK165 土鵡i召 鍋 外面：拉一昭出色／内面；ほ色 99002980 

60- 379 S K178 白磁 Ill 胎土：灰白色 99002982 
380 SKl78 土繭若 4、J1Jl 明褐色 99002987 
381 S Kl78 土靡B Jヽ、Jill 淡 出 色 99002992 
382 S K178 土師粋 小皿 明貧出色 9900公 船

383 SK178 土靡若 小lI1l 淡褐色 99002988 
諏 S K178 土師鉛 ,,、J1J1 明貸褐色 99002986 
385 S Kl78 土閾若 ,1、Jill 明寅褐色 99002984 
蕊 S K178 土師g Jヽ、Jill 明貰閲色 99002985 
387 S Kl78 土師若 ~ ,,1貿 褐 色 99002989 
388 SK178 土輝召 l'i' 淡 褐 色 99002990 
389 SKl78 土邸粒 序 決褐色 99002991 
390 S K213 土閾漬9 小皿 淡 褐 色 99002998 
391 SK213 瓦牡 襦鉢 淡褐色 00002681 
392 SK213 白磁 Ill! 胎土：灰白色 墨書 99002999 

62-393 S P241 土閾料 Jヽ、J1J1 明貿褐色 注記 ：P751 00002676 
394 S P241 土靡臼 小皿 淡出色 注記： P751 00002677 
395 S P241 黒色土奮} 杭 愚色 注記： P751 00002678 

64- 396 P7!3 土鉦翌 ヰ 淡氾色 00002680 
397 検出面 掬岱 水注？ 陪灰色 SKIOI力・SD242 00003446 
398 SK459 須恵若 壺か鉢 灰白色 Ill鰍だが溢地不明 00003445 
399 SKJ32 紺沿 11D 胎土：灰~.色 李朝 99003143 
400 検出面 磁妬染付 椀 胎土：灰白色 景徳鎮窯系 99003145 
401 Pl06 Jli沿 天目茶 筑 胎土： JJi.~I色 00002685 
402 検出面 隕岱 天目茶 磁 胎土：灰白色 99003144 
403 検出面 白磁 水注？ 胎土：灰白色 99003147 
404 P69 銅銭 旦宋通賣 00002658 
405 P624 銅銭 太平通賓 00002659 
406 P662 鋼銭 至辺元賣 000026的
407 P704 銅銭 天翌！元賓 00002657 
408 小穴 銅銭 双宋冗賓 00002邸 2
409 検出面 鋼錢 祥符元 賓 00002的 I
410 P657 鉄製品 刀子 00002655 
411 SD2妖 ガフス製品 丸 緑 00002653 
412 SKI鵠 鉄製品 不明製品 00002656 
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